
№ 目次 書　名 著者名 紹介者 所属 № 目次 書　名 著者名 紹介者 所属

1 アオ アオハル・ポイント 佐野 徹夜 KOMENO 八千代 56 スト ストラヴァガンザ メアリ・ホフマン KOMURO 八千代西

2 アツ AX 伊坂幸太郎 SATO 八千代 57 セイ 正欲 朝井　リョウ MOTIZUKI 八千代

3 アノ あの愚か者にも脚光を！ 昼熊 NAKAGAWA 八千代 58 セカ 世界を変えた本 マイケル・コリンズ TAKASE 八千代

4 アノ あの日、君は何をした まさき としか ITO 八千代 59 ソダ 「育ちがいい人」だけが知っていること 諏内えみ OOISHI 八千代西

5 アノ あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら 汐見 夏樹 YAMAMOTO 八千代 60 タス タスキメシ 額賀　澪 HUZINAGA 八千代

6 アメ 天久鷹央の推理カルテ 知念 実希人 MISONO 八千代東 61 チキ 地球の長い午後 Ｂ・Ｗ・オールディス KATO 八千代

7 アリ アリクイのいんぼう 鳩見すた KANAMARU 八千代西 62 チジ 地上最強の男 百田尚樹 HASEGAWA 八千代西

8 イツ 一瞬の風になれ 佐藤 多佳子 WATANABE 八千代 63 チユ 中国化する日本　日中「文明の衝突」一千年史 與那覇　潤 UDAGAWA 八千代東

9 イツ いつか、眠りにつく日 いぬじゅん YACHIDA 八千代西 64 チン 沈黙 遠藤　周作 NAGATOMI 八千代

10 イン 隠蔽捜査 今野敏 KANEKO 八千代西 65 ツキ 月の立つ林で 青山美智子 KUDO 八千代東

11 エク エクソフォニー 多和田葉子 ISHII 八千代西 66 デザ デザイナーのための折りのテクニック ポール・ジャクソン NISHIKAWA 八千代西

12 オオ 大谷翔平86のメッセージ 児玉光雄 SAITO 八千代西 67 ドア ドアD 山田　悠介 KOUSAKA 八千代

13 オキ 掟上今日子の備忘録 西尾 維新 MASUMOTO 八千代 68 トシ 図書館の魔女 高田　大介 OOHIRA 八千代

14 オト お隣の天使様にいつの間にか駄目人間にされていた件 佐伯さん OOISO 八千代 69 ナツ 夏、19歳の肖像 島田荘司 N 八千代西

15 オレ 俺ではない炎上 浅倉秋成 NAKAMURA 八千代東 70 ナミ ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野　圭吾 MAEDA 八千代

16 オン オン・ザ・ライン 朽木 祥 ONAGI 八千代 71 ナミ ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野　圭吾 NAKAYAMA 八千代

17 カク 覚悟の決め方 上原浩治 MURAKOSHI 八千代西 72 ナル ナルニア国物語 C・S・ルイス HASIMOTO 八千代西

18 カゼ 風が強く吹いている 三浦 しをん OKIYAMA 八千代 73 ネム 眠れなくなるほど面白い社会心理学 亀田達也 IIZUKA 八千代西

19 カメ 仮面病棟 知念 実希人 GOTO 八千代 74 ノウ 脳が壊れた 鈴木　大介 ＹＡＭＡＺＡＫＩ 八千代

20 カン 感じる科学 さくら 剛 TACHIHARA 八千代 75 ハウ ハウルの動く城 Ｄ・ウィン・ジョーンズ MASHIKO 八千代東

21 キミ 君はきっとまだ知らない 汐見 夏樹 TADAISHI 八千代 76 ハマ 浜村渚の計算ノート 青柳　碧人 YABE 八千代

22 キミ きみはだれかのどうでもいい人 伊東 朱里 SAITO 八千代 77 ハリ ハリーポッターシリーズ Ｊ．Ｋ．ローリング TAIRA 八千代

23 キミ 君の膵臓を食べたい 住野 よる HASHIZUME 八千代 78 ハル 春の雪 三島由紀夫 EZAWA 八千代西

24 キヨ 教養としての10年代アニメ 町口 哲生 ASADA 八千代 79 ハン 反応しない練習 草薙龍瞬 KONISHI 八千代西

25 ギヨ 漁港の肉子ちゃん 西 加奈子 HYUUGA 八千代 80 ヒト 「人それぞれ」がさみしい　「やさしく・冷たい」人間関係を考える 石田　光規 ASADA 八千代

26 キラ 嫌われた監督 鈴木忠平 ISOGAYA 八千代西 81 ヒト 人は話し方が9割 永松茂久 HIRANE 八千代東

27 キリ 麒麟の翼 東野圭吾 TUKADA 八千代西 82 ヒニ 否認 堀田力 OKUYAMA 八千代西

28 クウ 空想科学読本 柳田 理科雄 HIRAKAWA 八千代 83 フル 古畑任三郎 三谷　幸喜 TACHIHARA 八千代

29 クス 薬屋のひとりごと 日向 夏 YAMAMOTO 八千代 84 ボク ぼくはイエローでホワイトでちょっとブルー ブレイディ　みかこ KUMAMOTO 八千代

30 コイ 恋に至る病 斜線堂 有紀 IWAI 八千代 85 ホシ 星の王子さま サン・テグジュペリ TAKAHASHI 八千代

31 コイ 恋文の技術 森見登美彦 SHIBA 八千代東 86 ボツ 坊っちゃん 夏目漱石 UZAWA 八千代西

32 コク 告白 湊 かなえ SATO 八千代 87 ボブ ボブ・ディラン全詩302篇 ボブ・ディラン OGAWA 八千代西

33 コク 国際秩序 細谷 雄一 NAKAGAWA 八千代 88 ホン 本好きの下剋上 香月美夜 YAMASHITA 八千代東

34 ココ 心を整える 長谷部 誠 HUZII 八千代 89 マキ 牧野富太郎の恋 長尾　剛 KOBAYASHI 八千代

35 コジ ５２ヘルツのクジラたち 町田 そのこ SHIBATA 八千代 90 マメ 豆の上で眠る 湊　かなえ NAKAGAWA 八千代

36 ゴフ 5分後に意外な結末 桃戸 ハル SORITA 八千代 91 マヨ 真夜中乙女戦争 Ｆ MAEDA 八千代

37 コン 今夜、世界からこの恋が消えても 一条岬 TUTIYA 八千代西 92 マン 満月珈琲店の星詠み 望月　麻衣 ZYODA 八千代

38 サピ サピエンス全史 ユヴァル・ノア・ハラリ YAMAZAKI 八千代西 93 マン 万引き家族 是枝裕和 MORIKI 八千代西

39 ザリ ザリガニの鳴くところ ディーリア・オーエンズ SEKI 八千代 94 ミツ 三日間の幸福 三秋　縋 TYUUMA 八千代

40 サン 三千円の使い方 原田 ひ香 SAITO 八千代 95 ミツ 密室黄金時代の殺人 鴨崎暖炉 MATUMOTO 八千代西

41 シカ 鹿の王 上橋 菜穂子 NAGAO 八千代 96 ミノ 身のまわりのありとあらゆるものを化学式で書いてみた 山口悟 ISONO 八千代西

42 シケ 死刑にいたる病 櫛木理宇 TANAKA 八千代西 97 モク 木曜日の子ども 重松　清 AOKI 八千代

43 シタ 下町ロケット 池井戸 潤 INOUE 八千代 98 モク 木曜日にはココアを 青山美智子 MATUMOTO 八千代西

44 シニ 死にがいを求めて生きているの 朝井 リョウ NAKASHIMA 八千代 99 モモ モモ ミヒャエル・エンデ UEHARA 八千代

45 シニ 死神の精度 伊坂幸太郎 HUZIDA 八千代西 100 モモ モモ ミヒャエル・エンデ IKEZAWA 八千代西

46 シボ 死亡フラグが立ちました！ 七尾　与史 HATAKEYAMA 八千代 101 ユタ ユタと不思議な仲間たち 三浦　哲郎 TOMITA 八千代

47 ジユ 十角館の殺人 綾辻　行人 MIWA 八千代 102 ユメ 夢をかなえるゾウ０ 水野敬也 O 八千代西

48 ジユ 十角館の殺人 綾辻　行人 YAMAMOTO 八千代東 103 ユメ 夢をかなえるゾウ４ 水野敬也 ITABASHI 八千代東

49 ジユ 柔道にはなぜ黒帯があるの？ 稲垣正浩 KONTA 八千代西 104 ヨウ 八日目の蝉 角田光代 EBIHARA 八千代西

50 シヨ 少年探偵団 江戸川　乱歩 DAIBO 八千代 105 ヨメ 余命１０年 小坂　流加 OGIWARA 八千代

51 ジヨ 常設展示室 原田マハ HASHIMOTO 八千代西 106 リユ 流星の絆 東野　圭吾 TAKAGI 八千代

52 シロ 白銀の誓い リンゼイ・デイヴィス AKIYAMA 八千代東 107 リン 臨床の砦 夏川草介 YOSHIUE 八千代西

53 シン 新十二歯考 田畑　純 NIMURA 八千代 108 レイ 冷静と情熱のあいだBlu 辻仁成 MATUMOTO 八千代西

54 シン 「新型コロナ」「EV・脱炭素」「SDGs」の大ウソ 武田邦彦 OOHIRA 八千代西 109 ロク 六人の嘘つきな大学生 浅倉秋成 KURATA 八千代西

55 スイ すいかの匂い 江国香織 NAKANO 八千代西 110 ワタ わたしはあかねこ サトシン W 八千代西

八千代市内県立高校の生徒と先生がおすすめする本　2023年版　　№１ 八千代市内県立高校の生徒と先生がおすすめする本　2023年版　№２

＊　所属は2023年3月末日のものです。現在の所属とは異なる場合もあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊所属は2023年3月末日のものです。現在の所属とは異なる場合もあります。　　　　　　　　　　　　　　



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

人
は
容
姿
、
学
力
、
コ
ミ
ュ
力
な
ど
の
あ
ら

ゆ
る
要
素
か
ら
決
ま
る
価
値
や
点
数
に
左

右
さ
れ
て
生
き
て
い
る
。
主
人
公
の
青
木
は
、

こ
の
〝
ポ
イ
ン
ト
〟
が
見
え
続
け
て
い
た
が
、
あ

る
日
突
然
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
す
る

と
、
今
ま
で
ポ
イ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
人
と
関

わ
っ
て
い
た
彼
は
、
自
分
の
感
覚
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
い
っ
た
。 

世
間
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の
が
自
分

に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
ポ
イ
ン
ト
に
囚
わ
れ
、
自
信
を
な
く
し

た
り
何
か
を
諦
め
た
こ
と
の
あ
る
方
に
読
ん

で
欲
し
い
一
冊
で
す
。 

 

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
（
八
千
代
） 

  

『アオハル・ポイント』    

佐野 徹夜  
１アオ 

『
こ
の
素
晴
ら
し
い
世
界
に
祝
福
を
！
』
の

外
伝
。「
こ
の
す
ば
」
の
世
界
を
ア
ク
セ
ル
の
街

を
取
り
仕
切
る
顔
役
（
自
称
）
の
チ
ン
ピ
ラ
ダ

ス
ト
の
視
点
か
ら
書
い
た
本
で
す
。
本
編
の
裏

話
は
も
ち
ろ
ん
、
本
編
で
は
書
か
れ
な
か
っ
た

ア
ク
セ
ル
の
街
の
ド
タ
バ
タ
な
日
常
や
、
名
前

が
出
て
来
な
か
っ
た
あ
の
人
達
が
面
白
可
笑

し
く
書
か
れ
て
い
る
一
方
で
、
あ
の
愚
か
者
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
ダ
ス
ト
の
普
段
の
日
常
や
衝

撃
的
な
過
去
が
書
か
れ
て
い
て
一
つ
の
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
も
、
と
て
も
面
白
い
本
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
編
を
読
ん
で
か
ら
読
む
と
、
あ
の
事

件
の
裏
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
起
こ
し
て
い
た
の

か
と
思
え
る
、
二
度
美
味
し
い
よ
う
な
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。是
非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
）   

『あの愚か者にも脚光を！』 
昼熊 

３アノ  

『あの日、君は何をした』 
まさき としか 

２
０
１
９
年
、若
い
女
性
が
自
宅
で
殺
害
さ
れ
、

容
疑
者
の
男
も
行
方
不
明
と
な
る
奇
妙
な
事
件

が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ベ

テ
ラ
ン
刑
事
の
三
ツ
矢
と
新
人
の
岳
人
は
、
調
べ

る
う
ち
に
十
五
年
前
に
起
こ
っ
た
ひ
と
つ
の
事
故

と
関
連
を
見
出
し
て
い
く
。
そ
の
事
故
と
は
、
深

夜
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
男
子
中
学
生
が
連
続

殺
人
事
件
の
容
疑
者
と
間
違
わ
れ
て
警
察
に
追

わ
れ
、事
故
死
し
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

被
害
者
で
あ
り
物
語
の
鍵
と
な
る
少
年
は
、あ

の
日
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
。 

 

Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
） 

４アノ 『AX（アックス）』 
伊坂 幸太郎 

２アツ 

 

こ
の
本
は
伊
坂
幸
太
郎
の
殺
し
シ
リ
ー
ズ
の

最
新
作
で
す
。
営
業
社
員
で
裏
の
顔
で
は
、
超

一
流
の
殺
し
屋
〝
兜
（
か
ぶ
と
）
〟
は
息
子
が
生

ま
れ
た
こ
と
を
機
に
殺
し
屋
を
辞
め
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、
殺
し
屋
を
引
退
す
る
た
め
に
高
額

な
金
を
要
求
さ
れ
、
殺
し
屋
を
や
め
る
た
め
に

殺
し
屋
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
が
引
退
の
た
め

に
仕
事
を
し
て
い
た
時
、
意
外
な
人
物
か
ら
襲

撃
を
受
け
ま
す
。 

 

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆
さ
ん
は
本
を
選
ぶ
時
、
ど
ん
な
理
由
で
選

び
ま
す
か
。
作
者
が
好
き
、
表
紙
が
き
れ
い
な
ど

様
々
な
理
由
が
あ
る
中
で
、
タ
イ
ト
ル
に
魅
か
れ

て
と
い
う
場
合
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。こ

の
本
は
ま
さ
し
く
そ
れ
で
し
た
。
『
ア
リ
ク
イ
の

い
ん
ぼ
う
』
っ
て
、
い
っ
た
い
何
を
企
ん
で
い
る
ん

だ
？
ア
リ
ク
イ
は…

。そ
う
思
う
と
、も
う
中
身

が
気
に
な
っ
て
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
も
読
ま
ず
に
す
っ
飛
ば
し
て
表
紙
を
め

く
っ
て
下
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
、あ
な
た
も
『
い
ん

ぼ
う
』
に
ハ
マ
る
は
ず
で
す
。 

 

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
（
八
千
代
西
） 

『天久鷹央の推理カルテ』   
知念 実希人  

 

統
括
診
断
部
。
天
医
会
総
合
病
院
に
設
立
さ

れ
た
こ
の
特
別
部
門
に
は
、
各
科
で
「
診
断
困

難
」
と
判
断
さ
れ
た
患
者
が
あ
つ
め
ら
れ
る
。 

 

暗
い
池
の
底
か
ら
現
れ
た
河
童
、
夜
中
の
院

内
で
人
魂
を
見
た
と
怯
え
る
看
護
師
。
い
な
い

は
ず
の
赤
ち
ゃ
ん
を
身
籠
っ
た
と
叫
ぶ
女
子
高

生
。
こ
の
三
つ
の
不
思
議
な
「
事
件
」
に
は
思
い

も
よ
ら
な
い
「
病
」
が
隠
さ
れ
て
い
た
。 

 

そ
ん
な
摩
訶
不
思
議
な
〝
謎
〟
を
統
括
診
断

部
に
所
属
し
て
い
る
内
科
医
見
習
い
。
小
鳥
遊

優
と
頭
脳
明
晰
、
博
覧
強
記
の
天
才
女
医
天

久
鷹
央
が
解
き
明
か
す
。 

 

医
療
ミ
ス
テ
リ
ー
初
心
者
で
も
詰
ま
る
こ
と

な
く
ス
ラ
ス
ラ
読
め
る
、新
感
覚
メ
デ
ィ
カ
ル
ミ

ス
テ
リ
ー
。 

 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ(

八
千
代
東) 

 

６アメ 

天
才
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
兄
を
持
ち
、
自
分
も
サ

ッ
カ
ー
で
と
も
に
競
い
た
い
と
夢
見
て
い
た
神
谷

新
二
。
兄
と
同
じ
高
校
へ
の
編
入
も
叶
わ
ず
好
き

だ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
は
行
き
詰
る
日
々
。
幼
馴
染
で
あ

る
一
之
瀬
連
と
春
野
台
高
校
に
入
学
し
二
人
は

陸
上
部
に
入
部
す
る
。
ぐ
う
た
ら
だ
が
人
一
倍
優

し
く
て
情
熱
的
な
顧
問
の
三
輪
先
生
こ
と
み
っ
ち

ゃ
ん
や
、走
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な

走
り
の
天
才
・連
。
遅
い
け
ど
ひ
た
む
き
に
走
る
谷

口
若
菜
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
、
新
し

い
自
分
と
の
出
会
い
。出
会
い
、発
見
、
実
践
、
挑
戦

が
颯
爽
と
過
ぎ
て
い
く
〝風
〟の
よ
う
な
物
語
。   

 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
（
八
千
代
） 

『一瞬の風になれ』 
佐藤 多佳子 

8 イツ 

『アリクイのいんぼう』 
鳩見 すた 

７アリ 

 

親
や
学
校
、
す
べ
て
に
イ
ラ
イ
ラ
し
た
毎

日
を
送
る
中
２
の
百
合
。
母
と
ケ
ン
カ
し
て

家
を
飛
び
出
し
目
を
覚
ま
す
と
そ
こ
は
七
十

年
前
、
戦
時
中
の
日
本
だ
っ
た
。偶
然
通
り
か

か
っ
た
彰
に
助
け
ら
れ
、
彼
と
過
ご
す
日
々
の

中
、
百
合
は
彰
の
誠
実
さ
と
優
し
さ
に
惹
か

れ
て
い
く
。
し
か
し
、
彼
は
特
攻
隊
員
で
ほ
ど

な
く
命
を
懸
け
て
戦
地
に
飛
び
立
つ
運
命
だ

っ
た
ー
。
の
ち
に
百
合
は
、
期
せ
ず
し
て
彰
の

本
当
の
気
持
ち
を
知
る…

。
涙
な
く
し
て
は

読
め
な
い
、怒
涛
の
ラ
ス
ト
は
圧
巻
。 

 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
） 

   

 
 

           

じ
ん
せ 

『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら』 
汐見 夏樹 

５アノ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『隠蔽捜査』 
今野 敏 

10 イン 

主
人
公
は
竜
崎
伸
也
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
官
僚
。

警
察
庁
長
官
官
房
総
務
課
長
と
し
て
辣
腕
を
奮

っ
て
い
た
が
、家
族
の
不
祥
事
に
よ
り
異
動
。し
か

し
腐
る
こ
と
な
く
、
仕
事
に
お
け
る
原
理
原
則
を

貫
き
、
合
理
性
を
追
求
す
る
。今
で
い
う
忖
度
等

が
一
切
な
い
仕
事
ぶ
り
は
、
爽
快
で
あ
る
。
本
人

が
何
故
キ
ャ
リ
ア
官
僚
に
な
っ
た
か
？
そ
れ
は
偉

く
な
り
た
い
か
ら
で
な
く
、
仕
事
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
公

務
員
と
し
て
の
仕
事
が
追
求
で
き
る
か
ら
。ね
じ

曲
が
っ
た
エ
リ
ー
ト
意
識
は
な
く
、
特
権
と
共
に

多
く
の
義
務
も
付
き
ま
と
う
と
本
気
で
考
え
て

い
る
。
警
察
は
階
級
社
会
で
あ
る
か
ら
、
上
司
の

命
令
に
は
絶
対
服
従
。竜
崎
の
階
級
を
知
ら
ず
、

単
に
所
轄
の
所
長
で
あ
ろ
う
と
接
し
て
き
た
者

が
、
あ
え
な
く
論
破
さ
れ
、
返
り
討
ち
に
合
う
様

は
、
読
ん
で
い
て
痛
快
で
あ
り
、
か
つ
て
の
水
戸

黄
門
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
毅
然
と
し
た
主

人
公
で
あ
っ
て
も
、
実
の
と
こ
ろ
「
俺
は
い
つ
も
揺

れ
動
い
て
い
る
。
た
だ
迷
っ
た
時
に
原
則
を
大
切

に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
だ
け
だ
」
と
い
う
台

詞
は
、仕
事
に
向
か
う
姿
勢
と
し
て
大
変
参
考
に

な
る
も
の
で
あ
る
。 

  

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｋ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

『いつか、眠りにつく日』  

いぬじゅん 

 

10 イツ 

9 イツ 

あ
る
日
突
然
、大
切
な
人
た
ち
が
こ
の
世
か

ら
い
な
く
な
っ
た
ら
。誰
も
が
予
期
し
な
い
鬼
気

迫
る
状
況
を
、主
人
公
の
蛍
は
身
を
も
っ
て
体

験
す
る
。友
人
と
恋
人
の
深
い
溝
を
見
つ
め
る
蛍

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
や
、死
か
ら
生
へ
の
心
の
揺

ら
ぎ
が
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
後
悔
、未
練
、

悲
し
み
と
い
っ
た
言
葉
で
表
さ
れ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
が
、最
終
的
に
蛍
の
生
き
て
い
く
力
に
転

化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
味
わ
い
深
い
。ご
め
ん

ね
は
大
好
き
の
裏
返
し
と
い
う
作
中
の
一
節
に

は
、と
て
も
共
感
で
き
た
。 

 

Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

『エクソフォニー』 

多和田 葉子 
11エク 

エ
ク
ソ
フ
ォ
ニ
ー
と
は
「
母
語
の
外
に
出
た
状

態
」
と
い
う
意
味
で
す
。
著
者
の
多
和
田
葉
子

は
、
ド
イ
ツ
で
執
筆
活
動
を
行
っ
て
い
る
芥
川
賞

作
家
で
す
。彼
女
は
、日
本
人
が
ド
イ
ツ
で
、ド
イ

ツ
語
を
使
っ
て
文
学
作
品
を
書
く
こ
と
で
見
え

て
く
る
も
の
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
ほ

ど
ド
イ
ツ
語
に
熟
達
し
て
も
、
ド
イ
ツ
人
か
ら
不

自
然
で
ぎ
こ
ち
な
い
表
現
だ
と
指
摘
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
音
声
的
に
何
で

も
な
い
響
き
が
、日
本
人
に
は
と
て
も
滑
稽
な
音

に
聞
こ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
彼
女
は
そ
う
し

た
発
見
を
面
白
が
り
、自
ら
の
創
作
活
動
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
、
そ
ん
な
彼

女
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
し
た
多
く
の
都
市
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
言
語
に
つ
い
て
感
じ

た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
書
き
留
め
た
エ
ッ

セ
ー
集
で
す
。 
  

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
（
八
千
代
西
） 

『大谷翔平 86のメッセージ』 

児玉 光雄 

花
巻
東
高
校
時
代
か
ら
「
二
刀
流
」
と
し
て

日
本
中
の
注
目
を
集
め
、
現
在
は
日
米
で
そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
て
い
る
Ｍ
Ｌ
Ｂ
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
所

属
の
大
谷
翔
平
選
手
。 

こ
の
本
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
の
心
が
ま
え

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
続
け
る
方
法
、
目
標

や
人
生
の
選
択
に
つ
い
て
大
谷
選
手
の
言
葉
を

紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
者
が

そ
の
す
ご
い
成
果
を
あ
げ
る
心
理
を
わ
か
り
や

す
く
読
み
解
い
て
い
ま
す
。
大
き
な
夢
を
実
現
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
つ
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

  

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

12オオ 



 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1６オン 

 

高
校
生
活
を
テ
ニ
ス
三
昧
で
明
る
く
過
ご
し
て

い
た
あ
る
日
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
が
発
生
。

少
年
た
ち
は
自
己
を
見
つ
め
、
自
分
の
生
き
方
を

模
索
し
始
め
ま
す
。
熱
い
友
情
と
避
け
が
た
い
人
生

の
悲
し
み
な
ど
、
切
な
い
ほ
ど
に
き
ら
め
く
日
々
の

物
語
で
す
。 

少
年
た
ち
の
学
園
生
活
を
生
き
生
き
と
描
き
出

し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
感
動
を
読

者
に
与
え
て
く
れ
る
、
お
す
す
め
の
本
で
す
。
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
（
八
千
代
）     

 

『オン・ザ・ライン』 
朽木 祥 

1３オキ 『掟上今日子の備忘録』 
西尾 維新 

「
今
日
子
さ
ん
に
は
、
今
日
し
か
な
い
。
」
掟
上

今
日
子…

ま
た
の
名
を｢

忘
却
探
偵｣

一
度
寝
る

と
記
憶
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
守
秘
義

務
は
絶
対
厳
守
！
ど
ん
な
事
件
も
一
日
で
解
決

し
て
し
ま
う
最
速
の
名
探
偵
。
そ
ん
な
彼
女
に
惚

れ
て
し
ま
っ
た
究
極
の
巻
き
込
ま
れ
体
質
で
常
に

容
疑
を
か
け
ら
れ
て
し
ま
う
隠
館
厄
介
は
今
日

も
叫
ぶ
。｢

探
偵
を
呼
ば
せ
て
く
だ
さ
い
！！｣

ど

ん
な
に
仲
良
く
な
っ
て
も
次
の
日
に
は
完
全
に
忘

れ
ら
れ
て
「
初
め
ま
し
て
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う

切
な
い
恋
模
様
に
も
注
目
だ
。   

 

 

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
） 

1４オト 

藤
宮
周
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
の
隣
に
は
、
学
校

一
の
美
少
女
・椎
名
真
昼
が
住
ん
で
い
る
。
特
に

関
わ
り
合
い
の
な
か
っ
た
二
人
だ
が
、
雨
の
中
ず

ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
彼
女
に
傘
を
貸
し
た
こ
と
か

ら
、
不
思
議
な
交
流
が
始
ま
っ
た
。
素
っ
気
な
く

も
可
愛
い
隣
人
と
の
甘
く
焦
れ
っ
た
い
恋
の
物

語
。
最
初
は
二
人
と
も
素
っ
気
な
か
っ
た
の
に

徐
々
に
心
を
開
い
て
い
き
、
い
つ
し
か
惹
か
れ
て

い
く
。
こ
の
感
情
と
関
係
の
移
り
変
わ
り
に
注

目
で
す
。
勉
強
の
息
抜
き
に
癒
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
八
千
代
） 

 

 

『お隣の天使様にいつの間にか 
駄目人間にされていた件』 

佐伯さん 

『俺ではない炎上』    
浅倉 秋成 

１５オレ 

 

あ
な
た
は
日
本
中
で
、
い
や
世
界
中
で
有
名
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
誰

か
に
注
目
さ
れ
た
い
、
す
ご
い
！
て
ネ
ッ
ト
で
騒
が

れ
て
み
た
い
。
そ
の
承
認
欲
求
が
、
ひ
と
つ
の
事
件

を
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肥
大
化
さ
せ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん
で
す
。 

 

あ
る
夜
に
見
つ
け
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
。
そ
の
投
稿

を
見
た
の
は
、
ま
だ
三
十
人
に
も
満
た
な
い
。

「
今
、俺
が
リ
ツ
イ
ー
ト
し
た
ら…

？
」  

浮
上
し
た
容
疑
者
は
、
ご
く
普
通
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
。
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
名
前
の
ア
カ

ウ
ン
ト
で
投
稿
が
作
成
さ
れ
て…

。
え
？
な
ん

で
？
い
わ
れ
の
な
い
罪
に
よ
っ
て
、
日
本
中
か
ら
正

義
感
に
操
ら
れ
た
人
た
ち
に
お
い
か
け
ら
れ
て
し

ま
う
。
ど
ん
な
に
人
か
ら
逃
げ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
見
て
い
る
。 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
と
、
目
の
前
に
あ
る
の

に
見
え
て
い
な
か
っ
た
も
の
。
私
た
ち
は
何
を
大

切
に
し
て
い
き
て
い
く
べ
き
な
の
か
、 

考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
す
。 

 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ(

八
千
代
東) 

 



 

 

 

  
  

「
走
る
の
好
き
か
？
」
あ
る
事
件
が
き
っ
か
け

で
走
る
道
を
あ
き
ら
め
て
い
た
天
才
ラ
ン
ナ
ー

走
（
か
け
る
）
は
不
思
議
な
男
ハ
イ
ジ
に
誘
わ

れ
、
青
竹
荘
と
い
う
今
に
も
ガ
タ
が
来
そ
う
な

年
季
の
入
っ
た
寮
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

は
実
は
ハ
イ
ジ
が
箱
根
駅
伝
を
目
指
し
て
集
め

た
住
民
が
住
む
場
所
だ
っ
た
。
走
は
再
び
走
り

始
め
る
。
そ
こ
で
走
は
仲
間
と
の
出
会
い
に
よ

り
自
分
の
中
で
何
か
が
変
わ
り
始
め
た
の
を

感
じ
た
。「
速
く
」
で
は
な
く
「
強
く
」
。―

 

「
駅
伝
」
っ
て
何
？
走
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
？

箱
根
を
走
る
こ
と
に
費
や
し
た
選
手
た
ち
の

軌
跡
を
体
験
で
き
る
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ご
と

に
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
苦
し
さ
、
爽
快
感
が

胸
の
中
を
駆
け
抜
け
る
。
走
る
こ
と
が
好
き
な

人
も
そ
う
で
な
い
人
も
読
み
終
え
た
あ
と
き
っ

と
風
を
き
っ
て
走
り
た
く
な
る
！  

    

              

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
八
千
代
） 

  

 
 

『風が強く吹いている』 
  三浦 しをん  

 

１８カゼ 

『覚悟の決め方』 

上原 浩治 
17カク 

軸
が
ぶ
れ
ず
に
雑
草
の
よ
う
に
強
く
生
き
て

い
る
の
が
伝
わ
る
。
い
い
加
減
や
け
く
そ
で
は
な

く
、
最
大
限
の
努
力
準
備
を
し
た
う
え
で
、
自
分

を
信
じ
て
覚
悟
を
決
め
る
。
ま
た
様
々
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
指
示
を
受
け
て
も
最
終
的
な
責
任
は
自

分
が
持
つ
。他
責
に
は
し
な
い
。こ
の
点
に
共
感
を

覚
え
た
。
野
球
中
心
の
生
活
を
行
う
為
に
ル
ー
テ

ィ
ン
を
ひ
た
す
ら
守
り
雑
念
を
追
い
払
う
ス
ト
イ

ッ
ク
な
意
思
の
固
さ
。本
書
で
は
反
骨
心
に
も
触

れ
ら
れ
て
い
た
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
入
団
し
た
理

由
と
経
緯
や
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
当
時
の
疑
念

も
吐
露
さ
れ
て
お
り
、よ
り
上
原
さ
ん
の
考
え
が

理
解
で
き
た
。 

  

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
八
千
代
西
） 

 

ピ
エ
ロ
の
仮
面
を
つ
け
た
男
が
あ
る
病
院
を

占
拠
す
る
。
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
の
は
犯
人
に

撃
た
れ
て
怪
我
を
負
っ
た
女
子
大
学
生
と
、
一

夜
だ
け
当
直
す
る
た
め
に
病
院
に
い
た
医
者
。

果
た
し
て
二
人
は
そ
し
て
六
十
四
人
の
入
院

患
者
と
職
員
は
無
事
に
帰
れ
る
の
か
、
そ
し
て

ピ
エ
ロ
の
本
当
の
目
的
と
は
？ 

２
０
０
２
年
に
映
画
化
さ
れ
、
普
段
本
を
あ

ま
り
読
ま
な
い
人
で
も
読
み
や
す
く
、
読
ん
で

い
る
間
は
ず
っ
と
最
後
ま
で
ド
キ
ド
キ
が
止
ま

ら
な
い
作
品
で
す
。 

                  

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
）  

 
 
  

  

 
 

           

じ
ん
せ 

『仮面病棟』 
知念 実希人 

１９カメ 

2０カン 
『感じる科学』 
さくら 剛  

 

最
初
に
断
り
を
入
れ
て
お
く
と
、
こ
の
本

は
く
だ
ら
な
い
本
で
す
。光
の
動
き
、相
対
性

理
論
、
進
化
論
と
い
っ
た
真
面
目
な
内
容
を
、

こ
の
上
な
く
く
だ
ら
な
い
例
え
話
で
表
す
こ

と
に
重
き
を
置
い
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
そ
れ
故
に
、
老
若
男
女
文
系
理
系

関
係
な
く
と
っ
つ
き
や
す
い
内
容
に
仕
上
が

っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ム
マ
シ
ン
の
実
現
は
可
能

な
の
か
。
テ
レ
パ
シ
ー
を
人
間
が
行
う
の
は
い

つ
の
話
な
の
か
。
人
間
は
こ
の
先
、
ど
の
よ
う

に
進
化
し
て
い
く
の
か
。 

 

私
た
ち
が
生
き
る
こ
の
世
界
の
不
思
議
に

つ
い
て
、少
し
だ
け
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

               
 

 
 

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
） 



 

 

 

 

 

  

い
じ
め
の
事
実
を
隠
す
光
夏
だ
が
、
思
い
切

っ
て
う
ち
明
け
前
を
向
け
る
よ
う
に
な
る
。
し

か
し
、
あ
る
違
和
感
に
気
づ
い
た
時
、
事
態
は

急
変
す
る
…
。
全
て
の
真
実
を
知
っ
た
時
、
奇

跡
の
光
が
降
り
注
ぐ
…
。 

弱
さ
を
認
め
る
こ
と
も
強
さ
の
一
つ
な
ん

だ
ろ
う
。
か
つ
て
自
分
が
人
を
救
っ
て
き
た
よ

う
に
、
自
分
が
誰
か
に
救
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
弱
く
て
も
い
い
ん
だ
、そ
う
思
っ
た
と
き
に

大
切
な
人
た
ち
の
愛
と
自
分
の
命
の
大
切
さ

に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
作
品
。 

    

Ｔ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
八
千
代
） 

 

『君はきっとまだ知らない』 
汐見 夏衛 

 

  

2１キミ 

〝
共
感
度
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
新
感
覚
同
僚
小
説
〟
と
い
う

帯
の
文
字
が
、
心
に
刺
さ
り
ま
す
。
人
と
関
わ
る
の

っ
て
、
今
で
も
難
し
い
の
に
、
一
日
中
「
ど
う
で
も
い

い
人
」
と
仕
事
を
す
る
な
ん
て
で
き
る
の
か
。
今
か

ら
不
安
で
す
よ
ね
。
同
じ
シ
ー
ン
で
も
立
場
や
角
度

を
変
え
る
と
こ
ん
な
に
見
え
方
が
違
う
の
か
！
と
い

う
疑
似
体
験
が
と
て
も
新
鮮
で
す
。 

大
人
も
心
は
複
雑
で
、
な
ん
だ
か
不
器
用
な
の

だ
と
気
付
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
書
名
の

『
き
み
は
だ
れ
か
の
ど
う
で
も
い
い
人
』
が
言
い
得
て

妙
で
、
な
か
な
か
余
韻
が
消
え
ま
せ
ん
。
人
間
関
係

混
迷
小
説
で
す
。 

 

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
） 

  

『きみはだれかのどうでもいい人』 
伊東 朱里  

2２キミ 

ア
ニ
メ
（
マ
ン
ガ
や
ド
ラ
マ
な
ど
、
娯
楽
？
と
し

て
楽
し
む
も
の
全
般
）
に
対
す
る
偏
見
が
、ま
だ
な

く
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
で
「
教

養
」
な
ん
て…

と
思
う
人
も
結
構
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
か…

？
し
か
し
、
視
点
を
変
え
て
み
る
と
、
そ
の

作
品
の
中
に
は
、
表
面
的
に
鑑
賞
し
て
い
た
ら
気

付
か
な
い
哲
学
的
テ
ー
マ
や
、
現
代
社
会
に
潜
む

課
題
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。 

ア
ニ
メ
を
よ
く
見
る
人
は
学
問
的
素
養
が
、
あ

ま
り
な
い
人
も
、
面
白
く
深
み
の
あ
る
作
品
に
出

合
う
き
っ
か
け
が
得
ら
れ
ま
す
。
姉
妹
本
『
教
養
と

し
て
の
１０

年
代
ア
ニ
メ 

反
逆
編
』
『
平
成
最
後

の
ア
ニ
メ
論
』
ま
で
読
み
切
れ
ば
、
１０

年
代
の
教

養
や
思
想
の
潮
流
を
一
通
り
眺
め
ら
れ
る
点
も

魅
力
的
。
身
近
な
作
品
を
、
自
身
の
思
考
を
広
げ

る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
ぜ
ひ
読
ん
で
「
観
て
」
く
だ
さ

い
。 

              
     

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
） 

『教養としての１０年代アニメ』 
町口 哲生  

 

2４キヨ 

 

 

 

2３キミ 

あ
る
日
、
高
校
生
で
あ
る
主
人
公
は
、
病

院
で
あ
る
一
冊
の
文
庫
本
を
拾
う
。
そ
の
タ

イ
ト
ル
は
「
共
病
文
庫
」
。
そ
れ
は
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
で
あ
る
山
内
桜
良
が
書
い
た
、
秘
密
の

日
記
帳
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
彼
女
の
余
命
が

膵
臓
の
病
気
に
よ
り
、
も
う
長
く
な
い
と
書

か
れ
て
い
て
・・・・。 

映
画
化
さ
れ
、
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
こ

の
小
説
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
大
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
青
春
小
説
で
す
。
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
人

は
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
人
も
こ
の
機
会
に
是

非
！ 

 

     

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
（
八
千
代
） 

『君の膵臓を食べたい』 
住野 よる 

 



 

       

 

  

 
 

  
 

 

こ
の
本
は
ア
ニ
メ
や
漫
画
の
世
界
の
出
来
事

を
現
実
的
、
科
学
的
に
考
え
る
と
ど
う
な
る

か
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、｢

深
海

１
万
メ
ー
ト
ル
の
水
圧
に
耐
え
ら
れ
る
ド
ラ

え
も
ん
。
い
っ
た
い
、
ど
れ
ほ
ど
頑
丈
な
の

か
？｣

な
ど
の
、と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
話
題
が
多

い
で
す
。 

こ
の
本
は
科
学
が
好
き
な
人
、
興
味
が
あ

る
人
は
も
ち
ろ
ん
あ
ま
り
化
学
が
好
き
で
は

な
い
人
で
も
面
白
く
読
め
る
本
で
す
。 

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

           

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
） 

  

『空想科学読本』 
 柳田 理科雄 

2８クウ 

『麒麟の翼』 

東野 圭吾 

阿
部
寛
が
主
役
で
映
画
化
さ
れ
た
ミ
ス
テ

リ
ー
。
被
害
者
が
中
井
貴
一
、
犯
人
が
？
だ
っ

た
の
も
、今
考
え
る
と
す
ご
い
配
役
だ
。日
頃
、

「
厚
い
本
」
が
苦
手
な
人
は
、
ま
ず
、
映
画
・
ド

ラ
マ
化
さ
れ
た
作
品
が
多
い
作
家
か
ら
入
る
の

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
東
野
圭
吾
は
そ
の
点
で
群

を
抜
い
た
一
人
で
あ
る
。
福
山
雅
治
主
演
、
柴

咲
コ
ウ
・
吉
高
由
里
子
等
が
相
棒
役
の
ド
ラ
マ

「
ガ
リ
レ
オ
」
シ
リ
ー
ズ
も
放
送
当
時
は
大
変

な
人
気
作
で
あ
っ
た
。
ど
の
作
品
も
、
何
か
を

書
け
ば
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
。
後
は
読
ん
で
ほ
し

い
。 

 

Ｔ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

27 キリ 
『漁港の肉子ちゃん』 

      西 加奈子  

男
に
だ
ま
さ
れ
た
母
と
、
肉
子
ち
ゃ
ん
は
漁
港
の

焼
肉
屋
で
働
い
て
い
る
。
太
っ
て
い
て
不
細
工
で
明

る
い
キ
ク
り
ん
は
、
そ
ん
な
お
母
さ
ん
が
最
近
少
し

恥
ず
か
し
い
。
ち
ゃ
ん
と
し
た
大
人
な
ん
て
一
人
も

い
な
い
。そ
れ
で
も
み
ん
な
生
き
て
い
る
。港
町
に
生

き
る
肉
子
ち
ゃ
ん
母
娘
と
人
々
の
息
づ
か
い
を
活
き

活
き
と
描
き
、
そ
っ
と
勇
気
を
く
れ
る
。
考
え
す
ぎ

る
自
分
と
は
対
照
的
に
生
き
る
肉
子
ち
ゃ
ん
に
、
腹

が
立
っ
た
り
、
馬
鹿
ら
し
く
思
う
の
は
、
鈍
感
に
生

き
ら
れ
る
こ
と
へ
の
羨
ま
し
さ
だ
と
思
う
。
そ
れ
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
太
陽
み
た
い
な
底
抜
け
な
明
る
さ

と
熱
い
愛
で
、
救
っ
て
く
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
よ
く
な

い
方
向
に
行
っ
た
り
も
す
る
。
血
が
繋
が
っ
て
い
な
く

て
も
関
係
無
い
。
た
だ
大
好
き
だ
か
ら
一
緒
に
い
る

だ
け
で
い
い
の
だ
。と
て
も
素
敵
な
家
族
の
お
話
。 

 

                    

Ｈ
Ｙ
Ｕ
Ｕ
Ｇ
Ａ
（
八
千
代
）          

 

 

2５キヨ 

『嫌われた監督』 

鈴木 忠平 

２
０
０
４
年
か
ら
２
０
１
１
年
の
中
日
は
と
て

も
強
か
っ
た
。
派
手
な
選
手
は
い
な
い
が
、
す
ご
い

選
手
が
沢
山
い
た
。
そ
の
チ
ー
ム
の
監
督
を
し
て

い
た
の
が
現
在
は
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
活
動
し
て

い
る
落
合
博
満
で
あ
る
。
こ
の
本
は
当
時
の
中
日

の
舞
台
裏
を
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
、
記
者
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
か
ら
落
合
博
満
と
い
う
人
物
を
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
本
と
な
っ
て
い

る
。多
く
を
語
ら
な
い
落
合
博
満
の
知
ら
れ
ざ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
て
、
心
の
あ
た
た
か
さ
や
信

念
の
強
さ
、
先
を
見
据
え
る
力
を
感
じ
る
事
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

26キラ 



 

 

  

 

薬
学
の
知
識
を
元
に
事
件
を
解
決
す
る
推
理
小

説
、
ラ
ブ
コ
メ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
！
中
国
を
舞
台
に
し

た
な
ろ
う
系
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
。 

話
が
少
し
複
雑
で
、多
く
の
伏
線
が
は
ら
れ
て
い

る
た
め
、
何
度
読
み
返
し
て
よ
う
や
く
「
そ
う
い
う

こ
と
か
ー
！
」
と
な
る
作
品
。
読
み
解
く
の
が
少
し

難
し
い
の
だ
が
、
真
理
に
気
づ
い
た
瞬
間
は
本
当
に

ス
ッ
キ
リ
す
る
の
で
、
読
ん
で
み
る
価
値
は
あ
る
と

思
う
。 

考
察
し
な
が
ら
読
む
の
が
好
き
な
人
に
オ
ス
ス

メ
な
一
冊
。   

 
 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
）   

『薬屋のひとりごと』 
日向 夏 

２９クス 

主
人
公
宮
嶺
の
恋
人
は
、自
ら
手
を
下
さ
ず

百
五
十
人
以
上
を
自
殺
へ
導
い
た
自
殺
教
唆

ゲ
ー
ム
『
青
い
蝶
』
の
主
催
者
、
寄
河
景
。
景
は

殺
人
を
始
め
る
前
ま
で
は
誰
か
ら
も
好
か
れ
て

い
た
。
善
良
だ
っ
た
は
ず
の
彼
女
が
い
か
に
し
て

化
物
へ
と
姿
を
変
え
た
の
か
、宮
嶺
は
、運
命
を

狂
わ
せ
た
“最
初
の
殺
人
”を
回
想
し
始
め
る
。 

変
わ
り
ゆ
く
景
色
に
気
づ
き
な
が
ら
、
愛
す

る
こ
と
を
や
め
な
か
っ
た
宮
嶺
が
辿
り
着
く
地

獄
と
は
？
暴
走
す
る
愛
と
連
鎖
す
る
悲
劇
の

先
に
は
衝
撃
の
結
末
が
待
っ
て
い
ま
す
。   

 

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ
（
八
千
代
） 

     

 
 

           

じ
ん
せ 

『恋に至る病』    
斜線堂 有紀 

3０コイ 3２コク 
『告白』  
湊 かなえ 

「
愛
美
は
死
に
ま
し
た
。
し
か
し
事
故
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
生
徒
に
殺
さ
れ

た
の
で
す
」  

我
が
子
を
校
内
で
亡
く
し
た
中
学
校
の
女

教
師
に
よ
る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
の
告
白
か
ら
展

開
さ
れ
る
物
語
。 

「
級
友
」
「
犯
人
」
「
犯
人
の

家
族
」
と
告
白
し
て
い
く
人
物
が
変
わ
る
ご
と

に
少
し
ず
つ
事
件
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
。 

衝
撃
的
な
ラ
ス
ト
に
注
目
！ 

 

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
）  

 

大
学
院
生
の
守
田
一
郎
は
、
人
里
離
れ
た
研

究
所
に
通
う
寂
し
さ
を
う
め
る
た
め
、
か
つ
て
の

仲
間
と
文
通
を
始
め
ま
す
。
親
友
の
相
談
に
乗
っ

た
り
、妹
に
説
教
を
し
た
り
、
か
つ
て
の
塾
の
教
え

子
の
恋
を
応
援
し
た
り
ー
。 

 

守
田
が
本
当
に
思
い
を
伝
え
た
い
相
手
は
誰
な

の
か
。
女
性
の
心
を
一
撃
で
奪
え
る
恋
文
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。 

 

書
簡
体
小
説
な
ら
で
は
の
形
式
か
ら
見
え
る
守

田
の
内
側
と
彼
を
取
り
巻
く
人
間
模
様
が
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
こ
の
本
の
名
言
を
贈
り
ま
す
。
「
道
行

く
男
の
四
割
は
阿
呆
、
さ
ら
に
四
割
は
役
立
た

ず
、残
る
二
割
は
変
態
で
あ
る
。」 

 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
（
八
千
代
東
）  

 

３１コイ 『恋文の技術』    
森見 登美彦 



 

 

『52ヘルツのクジラたち』  
町田 そのこ 

５２

ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
と
は
他
の
鯨
が
聞
き
取

れ
な
い
高
い
周
波
数
で
鳴
く
、
世
界
で
一
頭
だ

け
の
ク
ジ
ラ
。た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
る
は
ず
な

の
に
何
も
届
か
な
い
、
何
も
届
け
ら
れ
な
い
。
そ

の
た
め
、
世
界
で
一
番
孤
独
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
自
分
の
人
生
を
家
族
に
搾
取
さ
れ
て
き
た

女
性
・
貴
瑚
と
、
母
に
虐
待
さ
れ
「
ム
シ
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
少
年
。孤
独
ゆ
え
愛
を
欲
し
、裏
切

ら
れ
て
き
た
彼
ら
が
出
会
い
、
新
た
な
魂
の
物

語
が
生
ま
れ
る
。 

 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
八
千
代
） 

  

3５ゴジ 

Ｓ
Ｆ
、
ホ
ラ
ー
、
ミ
ス
テ
リ
ー
。
く
す
っ
と
笑
え
る

話
、
ぞ
っ
と
す
る
話
、
感
動
す
る
話
。
ペ
ー
ジ
に
し

て
数
ペ
ー
ジ
。
た
っ
た
五
分
程
度
の
時
間
で
読
め

て
、
最
後
に
「
あ
っ
と
驚
く
ド
ン
デ
ン
返
し
」
ば
か

り
で
す
。
そ
ん
な
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
を
集
め
た

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。五
分
間
で
で
き
る
気
分
転
換
。テ

ー
マ
や
ジ
ャ
ン
ル
共
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
だ

本
で
あ
る
た
め
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

作
品
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
読
書
が
苦
手
な
人
に

も
最
適
な
一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（
八
千
代
） 

 

『５分後に意外な結末』 
桃戸 ハル 

3６ゴフ 

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
長
谷
部
誠
選
手
が

書
い
た
本
で
す
。
心
は
鍛
え
る
も
の
で
は
な
く

整
え
る
も
の
。
心
の
整
理
を
す
る
こ
と
で
、
漫

然
と
感
じ
て
い
た
こ
と
に
自
分
の
意
志
と
理
由

を
明
確
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 

年
齢
に
関
係
な
く
ど
ん
な
立
場
の
人
が
読

ん
で
も
参
考
に
な
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま

す 

。 

 

Ｈ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ｉ
（
八
千
代
） 

『心を整える。』 
長谷部 誠 3４ココ 

3３コク 

 

国
際
秩
序
と
は
、
主
権
国
家
が
集
合
し
て

つ
く
り
あ
げ
た
体
系
で
あ
る
。
約
十
年
前
に

著
わ
さ
れ
た
本
書
は
、
こ
れ
か
ら
『
歴
史
総

合
』
や
『
世
界
史
探
究
』
を
学
ん
で
い
く
新

入
生
に
と
っ
て
、
是
非
読
ん
で
ほ
し
い
一
冊

だ
。 

 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
を
面
と
し
て
捉
え
、

ウ
ィ
ー
ン
体
制
・
ビ
ス
マ
ル
ク
体
制
・ヴ
ェ
ル
サ

イ
ユ
体
制
等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

あ
る
。
新
書
を
読
み
こ
な
せ
る
賢
い
高
校
生

に
な
ろ
う
。 

                  
 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
） 

『国際秩序』 
細谷 雄一 

 



 

  

 

家
族
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
年
端
も

い
か
な
い
女
の
子
が
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
自
活
し
て

い
く
な
ど
あ
な
た
に
想
像
で
き
ま
す
？
街
か
ら
離

れ
、
野
生
動
物
が
い
る
湿
地
。
水
道
・
電
気
も
通
っ

て
い
な
い
粗
末
な
小
屋
で…

。
彼
女
の
孤
独
、
焦

燥
そ
し
て
悔
し
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。 

 
 

そ
し
て
、時
に
荒
々
し
く
、
時
に
や
さ
し
い
原
初

的
な
自
然
の
姿
を
こ
れ
ほ
ど
丹
念
に
描
写
し
た

上
、主
人
公
に
重
ね
合
わ
せ
た
小
説
も
他
に
類
を

見
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
、
私
達
に
通
じ
る
社

会
に
根
強
く
存
在
し
続
け
て
い
る
差
別
・
偏
見
・

貧
困
、
家
族
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
も
著
者
は

告
発
し
て
い
ま
す
。 

野
生
動
物
学
者
で
あ
る
著
者
は
、
「
人
間
が
自

然
か
ら
学
び
、自
然
と
共
に
生
き
る
と
は
い
っ
た
い

ど
う
い
う
こ
と
か
、
実
の
と
こ
ろ
あ
な
た
達
は
何

も
わ
か
っ
て
な
い
。
」
読
み
手
と
し
て
は
胸
を
突
き

刺
さ
れ
ま
す
。
最
後
に
、
映
画
を
是
非
ご
鑑
賞
あ

れ
。 

                    
  

Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
（
八
千
代
） 

             

 
 

   『ザリガニの鳴くところ』 
   ディーリア・オーエンズ 

39ザリ                               

『サピエンス全史』 

 ユヴァル・ノア・ハラリ 

現
在
地
球
上
に
生
き
て
い
る
人
類
は
、我
々
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
み
で
す
。
教
養
生
物
を
選
択

し
て
い
る
人
は
学
習
し
ま
し
た
よ
ね
。ホ
モ
・サ
ピ

エ
ン
ス
が
生
ま
れ
、
生
き
て
い
た
の
は
今
か
ら
約

二
十
万
年
前
で
す
。
そ
の
頃
に
は
、
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
や
北
京
原
人
、
ジ
ャ
ワ
原
人
な
ど
も
同

時
に
生
息
し
て
い
た
時
代
で
し
た
。
そ
れ
で
は
な

ぜ
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
現
在
た
だ
一
種
類
生
き

残
り
、
文
明
を
築
き
、
世
界
を
征
服
で
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
「
頭
が
よ
か
っ
た
か
ら
？
」
「
火
が
使

え
た
か
ら
？
」
ど
う
や
ら
そ
の
ど
れ
で
も
な
い
よ

う
で
す
。 

こ
の
本
は
今
ま
で
常
識
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
本
で
す
。
興
味
を

持
っ
た
人
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
八
千
代
西
） 

38サピ 

 

「
今
、
三
千
円
を
使
う
と
し
た
ら
何
に
ど
う

使
い
ま
す
か
？
」
こ
の
質
問
の
答
え
で
、
今
の
あ

な
た
の
金
銭
感
覚
や
価
値
観
が
わ
か
り
ま
す
。

去
年
か
ら
金
融
教
育
を
学
ぶ
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
生
涯
を
見
通
し
た
経
済
計
画
や
資

産
形
成
と
そ
の
運
用
。
そ
ん
な
の
「
わ
か
ら
な

い
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。 

今
後
直
面
し
そ
う
な
問
題
に
は
必
ず
お
金
が

絡
み
ま
す
。
小
説
を
通
し
て
、
様
々
な
場
面
で
の

お
金
に
関
す
る
問
題
点
が
疑
似
体
験
で
き
ま

す
。
活
字
を
追
い
な
が
ら
、
自
分
も
そ
の
選
択
に

一
喜
一
憂
す
る
で
し
ょ
う
。 

他
人
に
聞
き
に
く
い
あ
な
た
の
岐
路
に
き
っ
と

役
立
つ
、ほ
っ
こ
り
家
族
小
説
で
す
。 

                  

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
） 

   

 
 

           

じ
ん
せ 

 『三千円の使い方』 
原田 ひ香 

40サン 

『今夜、世界からこの恋が消えても』 

一条 岬 

神
谷
透
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
流
さ
れ
て
日
野

真
織
に
嘘
の
告
白
を
す
る
。
彼
女
は
条
件
を
三
つ

挙
げ
る
。
そ
の
一
つ
が
“
お
互
い
、
本
気
で
好
き
に

な
ら
な
い
こ
と
”
。
だ
が
、
一
緒
に
過
ご
す
う
ち
に

こ
の
条
件
を
守
れ
な
く
な
り
、
透
の
想
い
が
溢
れ

る
。
し
か
し
、
彼
女
は
眠
る
と
一
日
の
記
憶
を
全

て
忘
れ
て
し
ま
う
病
気
で
あ
る
と
知
る
。一
日
ご

と
に
記
憶
を
失
う
彼
女
と
積
み
重
ね
て
い
く

日
々
。
登
場
人
物
の
「
人
を
想
う
心
」
と
想
像
を

超
え
る
切
な
す
ぎ
る
展
開
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
人
は
得
る
こ
と
も
多
い
け
れ
ど
、
失
っ

て
い
く
こ
と
も
多
い
。
今
の
当
た
り
前
は
ず
っ
と

当
た
り
前
だ
と
は
限
ら
な
い
。そ
ん
な
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
本
で
す
。 

 

Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｙ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

37コン 



 

 

  

 『死刑にいたる病』 

櫛木 理宇 

「
死
刑
」
日
本
で
最
も
重
い
刑
で
あ
る
。
よ
ほ

ど
の
罪
を
犯
さ
な
い
限
り
、こ
の
刑
を
宣
告
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。し
か
し
、
世
の
中
に
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
犯
罪
を
起
こ
し
、こ
の
刑
を
宣
告
さ

れ
る
も
の
が
い
る
。
本
作
に
も
稀
代
の
連
続
殺
人

鬼
「
榛
村
大
和
」
が
登
場
す
る
。    

彼
は
二
十
四
件
の
殺
人
事
件
を
起
こ
し
た
と

さ
れ
、
死
刑
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は

な
ぜ
そ
の
よ
う
な
凄
惨
な
犯
罪
を
す
る
に
い
た

っ
た
の
か
。
本
作
が
描
く
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
の
根

底
に
あ
る
心
理
は
意
外
と
私
た
ち
が
身
近
に
感

じ
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。 

気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

42シケ 

43シタ 

            

『下町ロケット』 
池井戸 潤 

 

 

主
人
公
、
佃
航
平
は
高
い
技
術
力
で
精
密

機
器
を
手
が
け
、
順
調
に
売
上
げ
を
伸
ば
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
京
浜
マ
シ
ナ
リ
ー
か

ら
い
き
な
り
年
間
十
億
も
の
取
引
を
打
ち
切

る
と
言
わ
れ
銀
行
か
ら
の
融
資
も
な
か
な
か

受
け
ら
れ
ず
に
苦
境
に
立
た
さ
れ
ま
す
。
こ

こ
か
ら
、
会
社
を
守
る
た
め
の
大
企
業
と
の

戦
い
と
新
た
な
挑
戦
が
幕
を
開
け
る
。 

 

               

Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
Ｅ
（
八
千
代
） 

『死にがいを求めて生きているの』 
朝井 リョウ 

 

 

 

 

植
物
状
態
の
ま
ま
病
院
で
眠
る
智
也
と
、
献
身

的
に
見
守
る
雄
介
。二
人
の
間
に
横
た
わ
る
〝歪 

な
真
実
〟と
は
？ 

 

毎
日
の
繰
り
返
し
に
惓
ん
だ
看
護
師
、ク
ラ
ス 

で
浮
か
な
い
よ
う
に
立
ち
回
る
転
校
生
、
注
目
を

浴
び
よ
う
と
も
が
く
大
学
生
、時
代
に
取
り
残
さ

れ
た
中
年
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
交
わ
る
は
ず
の
な
い

点
と
点
が
、
智
也
と
雄
介
を
な
ぞ
る
線
に
な
る
と

き
、
目
隠
し
を
さ
れ
た
〝
平
成
〟と
い
う
時
代
の
闇

が
露
わ
に
な
る
ー
。 

 

こ
の
本
は
約
四
百
七
十
ペ
ー
ジ
程
あ
る
の
で
、
読

む
の
が
少
し
大
変
で
す
が
、
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
生
き
が
い
」
を
探
し
求
め
て

生
き
て
い
る
現
代
の
私
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
る

作
品
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
時
間
が
あ

る
方
は
是
非
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

             

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
（
八
千
代
） 

44シニ 

      『鹿の王』 
上橋 菜穂子 

 

 

 

 

『
鹿
の
王
』
は
、
２
０
１
５
年
に
本
屋
大
賞
を

受
賞
し
た
作
品
で
、
ア
ニ
メ
映
画
も
公
開
さ
れ

た
作
品
で
す
。
攻
め
入
っ
て
く
る
巨
大
な
帝
国

か
ら
故
郷
を
守
ろ
う
と
す
る
戦
士
、
ヴ
ァ
ン
。
彼

は
謎
の
感
染
症
に
よ
る
恐
ろ
し
い
光
景
を
目
撃

し
、
病
の
原
因
を
突
き
止
め
よ
う
と
す
る
天
才

医
術
師
、
ホ
ッ
サ
ル
と
出
会
い
、
二
人
を
中
心
に

人
々
が
過
酷
な
運
命
と
戦
う
、
壮
大
な
ス
ト
ー

リ
ー
へ
と
展
開
し
て
い
く
す
ば
ら
し
い
作
品
で

す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
（
八
千
代
） 

  

 
 

 

41シカ 



 

 

 

 

  

貧
乏
出
版
社
の
ラ
イ
タ
ー
・
陣
内
は
、
オ
カ

ル
ト
雑
誌
の
編
集
長
の
命
を
受
け
、
「
死
神
」

に
つ
い
て
取
材
す
る
こ
と
に
な
り
、
調
べ
て
い
く

う
ち
に
、
あ
る
ヤ
ク
ザ
の
組
長
の
死
が
死
神
と

呼
ば
れ
る
殺
し
屋
に
よ
る
も
の
だ
と
知
っ
た
。

陣
内
が
破
天
荒
な
天
才
投
資
家
・
本
宮
ら
と

と
も
に
、死
神
の
正
体
に
迫
っ
て
い
く
一
方
、
退

官
間
近
の
警
部
と
新
人
刑
事
も
ま
た
独
自
に

死
神
を
追
う
。 

様
々
な
登
場
人
物
の
視
点
か

ら
死
神
を
追
っ
て
い
く
な
か
、死
神
は
ユ
ニ
ー
ク

な
手
段
で
標
的
を
暗
殺
す
る
。凶
器
は
な
ん
と

バ
ナ
ナ
の
皮
!? 

        

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
八
千
代
） 

        『死亡フラグが立ちました！』 
七尾 与史 

 

46シボ 

『死神の精度』 

伊坂 幸太郎 

対
象
者
を
一
週
間
調
査
し
て
そ
の
人
の
死

の
「
可
」
「
否
」
を
判
断
す
る
。
そ
ん
な
死
神
が

主
人
公
の
小
説
で
す
。
テ
ー
マ
に
「
死
」
が
入
っ

て
い
ま
す
が
、
死
神
と
対
象
者
の
会
話
や
や
り

と
り
が
面
白
く
、
暗
い
感
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
説
自
体
は
短
編
集
か
つ
会
話
中
心
に
な
っ

て
い
て
テ
ン
ポ
よ
く
読
み
や
す
い
の
で
読
書
が

苦
手
な
人
に
も
お
す
す
め
で
す
。 

ま
た
、
短
編
同
士
に
ち
ょ
っ
と
し
た
つ
な
が

り
も
あ
る
の
で
読
了
後
に
も
う
一
度
、
読
み

直
し
た
く
な
る
作
品
で
す
。 

  

Ｈ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

45シニ 

『十角館の殺人』    
綾辻 行人 

 

二
十
年
前
九
州
に
あ
る
「
角
島
」
に
移
り
住

ん
だ
中
村
青
司
と
い
う
男
が
い
た
。
中
村
は
島

に
立
派
な
館
を
建
て
、妻
と
使
用
人
夫
妻
と
住

ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
、
中
村
夫
妻
、
使
用

人
夫
妻
共
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
館

は
放
火
さ
れ
、
母
屋
は
消
失
、
残
さ
れ
た
離
れ

を
「
十
角
館
」
と
い
う
。
こ
の
犯
人
も
わ
か
ら
な

い
、
殺
さ
れ
方
も
特
殊
な
謎
に
満
ち
た
事
件
は

す
ぐ
に
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
、
日
本
中
で
話
題
と

な
っ
た
。
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
き
い
た
大
分
に
あ
る

大
学
の
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
の
七
人
。
そ
の

う
ち
の
一
人
の
伝
手
で
十
角
館
に
行
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
島
に
着
い
た
七
人
は
様
々
な
心

情
を
も
ち
な
が
ら
も
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
ら

し
く
島
を
題
材
に
し
た
小
説
を
書
く
こ
と
に
。

や
が
て
七
人
に
襲
い
か
か
る
連
続
殺
人
。 

 

犯
人
の
心
情
か
ら
始
ま
る
こ
の
作
品
。
犯
人

の
気
持
ち
が
生
ぬ
る
い
も
の
で
は
な
く
、
善
悪

の
区
別
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も
理
解
し
て
読
み

進
ん
だ
先
に
は
、
誰
も
予
想
し
な
か
っ
た
結
末

が
。
衝
撃
と
現
実
感
を
味
わ
い
た
い
人
は
一
度

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ(

八
千
代
東) 

4８ジユ 

        『十角館の殺人』 
綾辻 行人 

 

十
角
館
の
あ
る
孤
島
を
大
学
の
推
理
小
説

研
究
会
の
七
人
が
訪
れ
る
。
館
を
建
て
た
中
村

青
司
は
半
年
前
に
炎
上
し
た
角
島
の
青
屋
敷

で
焼
死
し
て
い
て
、
犯
人
不
明
で
迷
宮
入
り
し

て
い
た
。
一
方
、本
土
に
い
る
元
大
学
推
理
小
説

研
究
会
の
江
南
の
元
に
一
通
の
手
紙
が
届
い
て

い
た
。 

事
件
が
起
こ
る
角
島
と
捜
査
を
進
め
て
い
く

本
土
の
二
つ
の
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ト

リ
ッ
ク
や
犯
人
が
わ
か
っ
た
時
の
衝
撃
が
凄
く
、

と
て
も
面
白
い
で
す
。
ま
た
、
こ
の
小
説
は
長
編

推
理
小
説
「
館
シ
リ
ー
ズ
」
の
最
初
の
作
品
で

も
あ
る
の
で
入
り
や
す
い
の
で
、
是
非
読
ん
で

く
だ
さ
い
。 

                  

Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
） 

 

47ジユ 



 

 

 

  

武
道
の
歴
史
は
長
く
、
武
士
が
行
っ
た
体
術

か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
が
現
代
ま
で
武
道
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
柔
道
に
限
ら
ず
、

他
の
「
～
道
」
の
世
界
に
は
、
日
常
生
活
に
役
立

つ
多
く
の
習
慣
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
経
験
が

長
く
な
る
ほ
ど
、
自
分
の
心
と
体
に
そ
の
習
慣

が
染
み
渡
り
、人
格
が
完
成
さ
れ
て
い
く
、と
い

う
の
が
修
行
の
目
的
で
す
。 

皆
さ
ん
も
、
「
～
道
」
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

 Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

『柔道にはなぜ黒帯があるの？』 

稲垣 正浩 
49ジユ 

『常設展示室』 

原田 マハ 

私
は
今
ま
で
絵
に
全
く
興
味
が
な
か
っ
た
が
、

女
優
の
上
白
石
萌
音
さ
ん
が
こ
の
本
の
帯
に
、

「
こ
の
本
は
美
術
館
へ
の
招
待
状
だ
」
と
書
い
て

い
た
の
で
、
興
味
を
持
ち
、
購
入
し
て
み
た
。
こ
の

本
は
様
々
な
形
で
ア
ー
ト
に
関
わ
る
女
性
た
ち

を
、
６
つ
の
絵
画
に
絡
め
て
描
い
た
短
編
集
。
絵

画
と
の
出
会
い
で
登
場
人
物
の
心
情
が
変
化
し

て
い
く
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
の
「
道
」
と

い
う
章
が
お
す
す
め
。
も
の
す
ご
く
切
な
い
が
温

か
く
感
動
的
な
話
で
あ
る
。
こ
の
話
は
東
山
魁

夷
の
「
道
」
と
い
う
絵
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
こ
の
絵
に
惹
か
れ
て
し
ま
い
、
実
物
を
見
る

た
め
に
長
野
県
の
東
山
魁
夷
館
ま
で
足
を
運
ん

だ
。こ
の
本
に
出
会
っ
た
お
か
げ
で
、
美
術
館
に
行

く
事
が
楽
し
み
の
１
つ
と
な
っ
た
。
私
の
人
生
に

影
響
を
与
え
て
く
れ
た
大
切
な
１
冊
で
あ
る
。       

  

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

51ジヨ 

５２シロ 
『白銀
し ろ が ね

の誓い』 

リンゼイ・デイヴィス 

  

  

映
画
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」
と
ほ
ぼ
同
時
代

の
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
を
舞
台
に
し
た
ス
パ
イ
・ミ

ス
テ
リ
ィ
小
説
で
す
。平
民
の
フ
ァ
ル
コ
が
元
老

院
の
娘
と
結
婚
し
、
様
々
な
難
関
に
挑
み
ま

す
。
こ
の
作
品
は
古
代
ロ
ー
マ
の
社
会
の
し
き

た
り
や
生
活
を
事
細
か
に
描
い
て
お
り
、
世
界

史
の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。（
大
学
の
ロ
ー
マ
史

研
究
者
も
愛
読
し
て
い
ま
す
。） 

 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ(

八
千
代
東) 

 

探
偵
、
明
智
小
五
郎
と
そ
の
助
手
小
林
少

年
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
少
年
探
偵
団
た
ち
が

活
躍
す
る
話
で
あ
る
。
主
人
公
は
名
探
偵
明

智
小
五
郎
で
す
が
、
子
供
だ
か
ら
と
言
わ
ず

一
生
懸
命
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
や
大
人
顔

負
け
の
小
林
少
年
に
特
に
焦
点
が
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。 

怪
人
二
十
面
相
と
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
意
外
な
展
開
が
多
く
読
ん
で
い
て
と
て

も
面
白
い
の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い
で
す
。   

  

       
 

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
（
八
千
代
） 

 

『少年探偵団』 
江戸川 乱歩 

 

50シヨ 



 

  

『「新型コロナ」「EV・脱炭素」 
「SDGs」の大ウソ』 

武田 邦彦 

こ
の
本
の
著
者
は
「
科
学
者
」
と
自
称
し
て
い

る
。そ
し
て
、
日
頃
か
ら
「
理
系
思
考
」
が
必
要
だ

と
言
っ
て
い
る
。
「
理
系
思
考
」
と
は
デ
ー
タ
や
事

実
に
基
づ
い
た
論
理
的
な
思
考
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
視
点
を
大
切
に
し
て
い
る
方
で
あ
る
た
め
、

時
々
我
々
凡
人
に
は
「
は
？
」
と
思
う
よ
う
な
言

動
を
す
る
。
私
の
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

を
よ
く
口
に
す
る
の
だ
。し
か
し
、じ
っ
く
り
と
そ

の
話
を
伺
っ
て
み
る
と
成
る
程
と
思
わ
せ
て
く
れ

る
。
凝
り
固
ま
っ
た
思
考
に
な
り
た
く
な
い
人
に

は
お
す
す
め
の
一
冊
で
あ
る
。 

 

 

Ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

54 シン 

 

東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
所
蔵
の
頭
蓋
骨

標
本
を
も
と
に
、同
大
学
勤
務
の
著
者
が
干
支
に

関
わ
る
十
二
の
動
物
「
子(

ネ
ズ
ミ)

か
ら
亥(

イ

ノ
シ
シ)

ま
で
」
の
歯
を
語
る
、と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

本
で
あ
る
。 

 

歯
は
動
物
の
摂
食
行
動
に
必
須
の
器
官
で
あ

り
、歯
を
含
め
た
頭
蓋
骨
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
を
理
解
す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な

る
こ
と
を
本
書
は
読
者
に
納
得
さ
せ
て
く
れ
る
。

ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
番
外
と
し
て
「
人(
ヒ

ト)

」
の
歯
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
書
は
文
章
が
平
易
で
イ
ラ
ス
ト
も
わ
か
り
や

す
く
高
校
生
で
も
十
分
理
解
で
き
る
内
容
だ
と

思
う
。
ぜ
ひ
し
っ
か
り
と
「
咀
嚼
」
し
な
が
ら
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。 

                  

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
） 

『新十二歯考』 

田畑 純
まこと

 

 

53シン 『すいかの匂い』 

江國 香織 

皆
さ
ん
の
夏
の
記
憶
と
い
え
ば
何
で
す
か
？

海
、
プ
ー
ル
、
花
火
、
部
活
。
風
鈴
の
音
や
蝉
の

声
、
も
っ
と
感
覚
的
な
も
の
だ
と
、
空
気
が
肌
に

ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
暑
さ
、
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
の

木
べ
ら
の
味
と
か
。他
の
季
節
よ
り
も
鮮
明
な
記

憶
が
多
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？ 

こ
の
本
は
、夏
の
風
物
詩
で
あ
る
怪
談
が
詩
に

近
い
感
覚
的
な
文
章
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
え

っ
？
と
ゾ
ッ
と
す
る
話
が
入
っ
た
短
編
集
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
読
書
に
抵
抗
の
あ
る
人
に
も
お
す

す
め
で
す
！ 

 

 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

55 スイ 

『ストラヴァガンザ』 

メアリ・ホフマン 
56 スト 

「
行
き
た
い
場
所
が
あ
る
の
に
行
け
な
い
」 

「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
で
き
な
い
」 

こ
ん
な
気
持
ち
で
悶
々
と
し
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
？ 

 

主
人
公
の
少
年
、
ル
シ
ア
ン
は
窮
屈
な
入
院
生

活
と
薬
の
副
作
用
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
。
あ
る

時
、
夢
の
中
で
、
ま
る
で
現
実
の
よ
う
な
異
世
界

を
発
見
す
る
。
全
て
が
自
由…

あ
ま
り
の
嬉
し

さ
に
不
思
議
な
世
界
を
冒
険
し
始
め
る
が
、
当

然
、
代
償
が
つ
き
も
の
で
。 

 

イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
を
思
わ
せ
る
架
空
の

美
し
い
都
市
を
舞
台
に
、
ス
パ
イ
や
魔
法
使
い
が

大
活
躍
す
る
物
語
で
す
。 

 

   

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 



 

 

 

  

多
様
性
と
は
、都
合
よ
く
使
え
る
美
し
い
言

葉
で
は
な
い
。
自
分
の
想
像
力
の
限
界
を
突
き

付
け
ら
れ
る
言
葉
の
は
ず
だ
。
登
場
人
物
た

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
“
正
し
さ
”
に
関
す
る
思
い
が

鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
作
品
。 

あ
る
事
件
を
軸
に
登
場
す
る
人
物
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
っ
た
ど
う
に
も
な
ら
な
い
気
持
ち
を

抱
え
る
わ
た
し
た
ち
と
重
な
る
。 

ぜ
ひ
筆
者
の
言
葉
で
感
じ
と
っ
て
ほ
し
い
。 

 

 

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
（
八
千
代
） 

 

   『正欲』 
朝井 リョウ 

 

57セイ 

                『世界を変えた本』 
マイケル・コリンズ 

 
 

中
世
の
彩
色
飾
本
か
ら
『
星
の
王
子
さ

ま
』
、
古
典
の
授
業
で
取
り
扱
う
『
源
氏
物

語
』
ま
で
、
八
十
冊
の
名
著
を
貴
重
な
写
真
と

共
に
解
説
し
た"

本
の
本"

で
す
。
内
容
、
装

丁
、デ
ザ
イ
ン
、
当
時
の
印
刷
技
術
な
ど
、様
々

な
観
点
か
ら
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

図
鑑
に
近
い
形
態
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
文

章
を
読
む
の
が
苦
手
な
方
で
も
視
覚
的
に
楽

し
め
る
一
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

                

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
八
千
代
） 

 

  
 

 
 

 

 

58セカ 

陸
上
の
名
門
高
校
で
長
距
離
選
手
と
し
て
将

来
を
期
待
さ
れ
て
い
た
高
校
３
年
生
の
眞
家
早

馬
は
、
右
膝
の
骨
折
と
い
う
大
け
が
を
負
い
、
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
に
部
活
を
休
ん
で
い
る
。あ
る
日
、ひ

ょ
ん
な
こ
と
か
ら
調
理
実
習
部
の
存
在
を
知
っ
た

早
馬
。た
っ
た
ひ
と
り
の
部
員
・
都
の
手
伝
い
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
料
理
の

世
界
に
の
め
り
こ
ん
で
い
く
。
一
流
の
陸
上
選
手

を
目
指
す
に
は
限
界
を
感
じ
た
早
馬
は
、
陸
上

を
引
退
し
、
同
じ
長
距
離
選
手
で
あ
る
弟
の
春

馬
を
料
理
の
面
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
が
交
錯
す
る
駅

伝
大
会
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
弟
・春
馬
の
才
能
へ
の

嫉
妬
、
自
分
の
限
界
を
感
じ
る
く
や
し
さ
、
葛

藤
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
心
と
成
長
の
熱
い
物

語
。  

               

Ｈ
Ｕ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
（
八
千
代
）             

 

    

 
 

           

じ
ん
せ 

『タスキメシ』 
額賀 澪  

60 タス  

『「育ちがいい人」だけが知っていること』 

諏内 えみ 

必
ず
「
お
」
を
つ
け
た
い
言
葉
と
言
わ
れ
て
、思

い
浮
か
ぶ
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？ 

恥
ず
か
し
な
が
ら
私
は
「
お
馬
鹿
」
と
瞬
間
的

に
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
す
で
に
育
ち
の
悪
さ

が
出
て
い
ま
す
よ
ね
。
社
会
に
出
て
十
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
が
、正
直
言
っ
て
マ
ナ
ー
と
い
う

も
の
を
意
識
的
に
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
故
恥
ず
か
し
い
思
い
も
た
く
さ
ん

し
ま
し
た
。
こ
の
本
は
気
軽
に
読
め
ま
す
し
、
友

達
同
士
ク
イ
ズ
形
式
で
話
し
て
み
て
も
お
も
し

ろ
い
で
す
よ
。少
し
や
り
過
ぎ
で
は
と
思
う
部
分

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
る
、
社

会
に
出
る
み
な
さ
ん
の
役
に
立
つ
本
で
す
。
是
非

手
に
と
っ
て
、
必
ず
「
お
」
を
つ
け
た
い
言
葉
の
答

え
合
わ
せ
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

  

  

Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
八
千
代
西
） 

59 ソダ 



 

 

 

 

 

 

  

『中国化する日本 
日中「文明の衝突」一千年史』 

與那覇 潤 

６３チユ 

 

「
世
界
で
最
初
に
『
近
世
』
に
入
っ
た
地
域

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
」
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
イ

タ
リ
ア
？
全
然
違
い
ま
す
。
正
解
は
、
宋
朝
の

中
国
」
「
宋
朝
中
国
の
し
く
み
を
日
本
に
導

入
し
よ
う
と
し
た
革
新
勢
力
が
、
後
白
河
法

皇
と
平
清
盛
の
強
力
タ
ッ
グ
」
「
守
旧
派
勢

力
で
あ
る
源
氏
（
ワ
ー
ス
ト
・
サ
ム
ラ
イ
？
）

の
ほ
う
が
勝
っ
て
し
ま
っ
て
始
ま
っ
た
の
が
、
日

本
の
中
世
」 

 

大
学
教
員
に
よ
る
、
毒
舌
！
日
本
史
講
義

録
。
口
語
を
活
字
化
し
た
平
易
な
文
章
。
で

も
読
ん
だ
ら
中
学
歴
史
が
大
学
史
学
科
レ
ベ

ル
に
飛
躍
？
「
覚
え
る
」
か
ら
「
考
え
る
」
歴

史
へ
の
一
冊
。 

 

Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ (

八
千
代
東) 

『地上最強の男』 

百田 尚樹 

ボ
ク
シ
ン
グ
の
世
界
ヘ
ビ
ー
級
歴
代
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
話
で
あ
る
。
著
者
の
百
田
氏
は
自
身
も
大

学
の
頃
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ボ
ク

シ
ン
グ
が
題
材
の
『
Ｂ
Ｏ
Ｘ
』
と
い
う
青
春
小
説

を
書
い
て
い
る
。
（
こ
れ
も
ま
た
面
白
い
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し
い
）
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
史
な

の
だ
が
、人
種
差
別
や
裏
社
会
と
の
関
係
な
ど
ア

メ
リ
カ
の
歴
史
の
一
面
を
描
い
た
も
の
で
も
あ

る
。
そ
の
中
で
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
た
ち
の
人
間
ド

ラ
マ
が
素
晴
ら
し
い
の
だ
。
事
実
は
小
説
よ
り
奇

な
り
、人
間
っ
て
や
っ
ぱ
り
凄
い
な
ぁ
と
感
じ
る
こ

と
が
出
来
た
。
是
非
読
ん
で
欲
し
い
（
ち
ょ
っ
と
長

い
け
ど
ね
）
。 

 

 

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

 

62 チジ 

61チキ 

こ
の
物
語
の
舞
台
は
、
遥
か
遠
い
未
来
、
自
転

を
や
め
、
一
方
は
永
遠
の
昼
、
そ
し
て
一
方
は
永

遠
の
夜
が
続
く
地
球
。
こ
の
地
球
で
は
、
文
明
は

廃
れ
、
植
物
が
繁
茂
し
、
そ
し
て
人
類
は
か
つ
て

の
住
処
、木
の
上
で
細
々
と
生
活
し
て
い
た
。グ
ル

ー
プ
か
ら
追
放
さ
れ
た
少
年
、
グ
レ
ン
は
こ
の
危

険
な
世
界
で
新
た
な
仲
間
、
新
た
な
生
活
の
場

を
求
め
て
、不
思
議
な
キ
ノ
コ
、ア
ミ
ガ
サ
ダ
ケ
と

共
に
放
浪
す
る
。
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
Ｓ
Ｆ
だ
が
、

世
界
観
は"

過
酷
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
“
に
近
い
。
独

自
の
進
化
を
遂
げ
た
様
々
な
植
物
、
様
変
わ
り

し
た
地
球
の
姿
に
は
、想
像
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と

必
至
。「
読
書
」
の
楽
し
み
を
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
さ
せ

た
本
書
を
、是
非
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
。 

                      
 

                    

Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
）    

 

『地球の長い午後』 
ブライアン・W・オールディス 

江
戸
時
代
初
期
の
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
い

た
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
学
者
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
棄
教

し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
弟
子
の
ロ
ド
リ
ゴ

は
、
同
僚
の
ガ
ル
ペ
と
共
に
、
真
実
を
知
る
た
め

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
厳
し
い
日
本
に
潜
入
し

た
。
そ
こ
で
日
本
人
信
徒
た
ち
に
加
え
ら
れ
る

悲
惨
な
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、次
第
に
背

教
を
迫
ら
れ
て
い
く
。
１２

歳
の
時
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
で
受
洗
し
て
い
る
、
作
者
・
遠
藤
周
作
が

「
神
の
沈
黙
」
と
い
う
永
遠
の
主
題
を
、
１７

世

紀
の
日
本
の
史
実
、歴
史
文
献
に
基
づ
き
創
作

し
た
歴
史
小
説
。
第
二
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
受

賞
作
。  

 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
（
八
千
代
） 

 

『沈黙』 
遠藤 周作  64チン 



 

 

  

67 ドア 

『ドア D』 
山田 悠介  

仲
間
の
誘
い
で
大
学
の
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
飲

み
会
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
同
級
生
の
八
人
。飲

み
会
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
に
帰
宅
し
た
は
ず

が
、
気
が
付
い
た
ら
密
室
の
光
の
な
い
部
屋
に
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。部
屋
は
全
部
で
七
つ
あ
り
、

ど
う
や
ら
こ
の
部
屋
を
脱
出
す
る
に
は
誰
か
一

人
の
命
を
犠
牲
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
八
人
の

メ
ン
バ
ー
な
の
で
た
っ
た
一
人
し
か
助
か
ら
な
い

状
況
の
中
で
生
き
残
る
の
は
誰
な
の
か
…
。ハ
ラ
ハ

ラ
が
止
ま
ら
な
い
ホ
ラ
ー
小
説
！ 

 

 
 

Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
（
八
千
代
） 

『図書館の魔女』 
高田 大介 

世
界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
文
献
を
網
羅
し
た

世
界
最
古
の
図
書
館
『
高
い
塔
』
。
そ
の
塔
に
暮

ら
す
マ
ツ
リ
カ
は
、
『
魔
女
』
と
し
て
畏
れ
ら
れ
、

本
の
ペ
ー
ジ
を
繰
り
、言
葉
を
操
っ
て
い
た
。
主
人

公
キ
リ
ヒ
ト
は
、そ
ん
な
彼
女
の
手
話
通
訳
と
し

て
マ
ツ
リ
カ
の
も
と
へ
参
ず
。
そ
し
て
、二
人
は
あ

る
小
さ
な
発
見
を
す
る
。地
下
が
空
洞
に
な
っ
て

い
た
の
だ
！
そ
の
発
見
は
些
細
な
こ
と
に
思
わ

れ
た
が
、
そ
れ
は
歴
史
を
動
か
す
き
っ
か
け
と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
年
キ
リ
ヒ
ト
の
『
本

当
の
役
目
』
と
は
？ 

             
   

Ｏ
Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
） 

 

68 トシ 『デザイナーのための折りのテクニック』 

ポール・ジャクソン 
66デザ 

紙
を
折
る
。
そ
れ
だ
け
で
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
あ

が
る
事
を
、
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？
い
っ
た

い
ど
ん
な
折
り
方
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
と
本
書

を
め
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
複
雑
で

魅
力
的
な
形
が
で
き
あ
が
る
事
に
、あ
な
た
は
驚

愕
す
る
は
ず
で
す
。
な
ん
と
折
り
の
技
術
は
、
最

新
の
ド
レ
ス
や
家
具
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
デ
ザ

イ
ン
に
も
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
折
り

の
入
門
書
。
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
あ
な
た
も
ト
ッ
プ

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
れ
る
、
か
も
！？ 

  

  

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

『月の立つ林で』 
青山 美智子 

  

6５ツキ 

 

自
分
の
現
状
が
苦
し
く
な
り
看
護
士
を
辞
め

た
冷
花
。
芸
人
を
目
指
し
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
い
た

相
手
に
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
繁
太
郎
。
二

輪
車
工
場
の
高
羽
は
、
大
事
な
一
人
娘
に
さ
っ
さ

と
嫁
に
行
か
れ
、未
だ
に
不
満
だ
。高
校
生
の
那
智

は
、
学
校
生
活
に
も
日
常
に
も
な
じ
め
な
い
。
そ
し

て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
家
と
し
て
成
功
を
つ
か
み
た

い
睦
子
。そ
れ
ぞ
れ
が
、日
常
に
小
さ
な
不
満
を
抱

え
て
い
る
。 

 

「
ツ
キ
な
い
話
」
と
い
う
月
の
様
々
な
話
が
発
信

さ
れ
る
無
料
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
が
つ
な
ぐ
５
篇
の

連
続
短
編
集
だ
が
、
月
に
関
わ
る
話
の
裏
側
に
も

物
語
が
あ
る
。
一
篇
一
篇
読
み
進
め
る
と
、
人
の

優
し
さ
や
柔
ら
か
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ｏ(

八
千
代
東)  



 

 

 

  

71ナミ 
『ナミヤ雑貨店の奇蹟』 

東野 圭吾 

 

ど
ん
な
相
談
に
も
真
剣
に
答
え
て
く
れ
る
雑
貨

店
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
を
舞
台
に
、過
去
と
未
来
を
つ

な
ぐ
手
紙
に
よ
っ
て
人
生
が
変
っ
て
い
く
人
々
の

奇
蹟
の
物
語
が
描
か
れ
て
い
て
心
温
ま
る
ス
ト
ー

リ
ー
。
主
人
公
が
そ
の
都
度
変
わ
る
連
作
短
編

集
の
た
め
、
物
語
の
視
点
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す

が
、し
っ
か
り
と
繋
が
っ
て
い
き
全
く
飽
き
さ
せ
ま

せ
ん
。 

「
今
ま
で
こ
の
作
品
を
読
ん
で
こ
な
か
っ

た
の
は
も
っ
た
い
な
か
っ
た
」
と
思
え
て
き
ま
す
。 

 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
八
千
代
） 

  

『夏、19歳の肖像』 

島田 荘司 

バ
イ
ク
事
故
で
足
を
骨
折
し
入
院
生
活
を

送
っ
て
い
る
青
年
が
、
病
室
の
窓
か
ら
見
え
る

家
に
住
む
美
し
い
女
性
に
心
を
惹
か
れ
る
。 

 

あ
る
日
、
そ
の
女
性
が
父
親
か
ら
殴
ら
れ
る

場
面
を
目
撃
す
る
。
数
十
分
後
、
再
び
見
る

と
、
父
親
の
背
後
に
立
つ
女
性
。女
性
の
手
に

は
包
丁
が…

…

。 

 

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
の
『
裏
窓
』
を
思
わ
せ
る
序

章
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
展
開
は
ミ
ス
テ
リ
ー

と
い
う
よ
り
も
青
春
小
説
の
趣
が
濃
く
な

る
。 

 

そ
し
て
、
最
後
に
主
人
公
が
知
る
こ
と
に
な

る
真
相
と
は…

…

。 

 

Ｎ  

（
八
千
代
西
） 

69 ナツ 

 
 

強
盗
を
し
、
逃
走
中
の
翔
太
、
敦
也
、
幸
平
は
、

夜
が
明
け
る
ま
で
の
隠
れ
家
と
し
て
、
あ
ば
ら
家
へ

と
向
か
っ
た
。
そ
こ
は
「
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
」
と
い
う
、

古
び
た
誰
も
い
な
い
雑
貨
店
だ
っ
た
。
三
人
は
そ
こ

で
一
夜
を
過
ご
そ
う
と
す
る
が
、
突
然
一
通
の
手

紙
が
届
く
。
そ
れ
は
誰
も
い
な
い
は
ず
の
ナ
ミ
ヤ
雑

貨
店
へ
の
お
悩
み
相
談
の
手
紙
だ
っ
た
。
手
紙
の
内

容
は
悩
み
相
談
な
の
だ
が
何
か
が
お
か
し
い
。
そ
れ

に
三
人
が
気
づ
い
た
と
き
、
驚
き
の
事
実
が
発
覚
す

る
。 自

分
に
と
っ
て
大
切
な
決
断
だ
か
ら
こ
そ
一
人

で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
相
談
者
、
回
答
者
の
思
い
が

交
錯
す
る
心
温
ま
る
お
話
。
ぜ
ひ
あ
な
た
も
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
）  

『ナミヤ雑貨店の奇蹟』 
東野 圭吾  

70ナミ 

 

私
が
皆
さ
ん
に
お
薦
め
す
る
本
は
『
ナ
ル
ニ
ア

国
物
語
』
（
全
七
巻
）
Ｃ
・
Ｓ
ル
イ
ス
作
、
ポ
ー
リ

ン
・
ベ
イ
ン
ズ
絵
、
瀬
田
貞
二
訳
で
す
。
児
童
文
学

で
す
が
、
私
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
作
品
で

す
。
映
画
化
さ
れ
た
の
で
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
是
非
挿
絵
、訳
と
も
こ

の
お
二
方
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
生
き
る
こ
と
と

は
、
死
ぬ
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
、
私
は
こ

の
シ
リ
ー
ズ
を
読
み
始
め
て
考
え
ま
し
た
。
そ
の

時
の
問
い
の
答
え
は
、
五
十
年
経
っ
て
も
未
だ
に

み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

 

 

 

7２ナル 
『ナルニア国物語』 

Ｃ・Ｓ ルイス  

 



 

 

  

７５ハウ 

 

全
て
の
数
学
が
好
き
な
人
た
ち
と
、
そ
う
で
も

な
い
人
た
ち
に
贈
る
、数
学
ミ
ス
テ
リ
ー
。舞
台
は
、

政
府
に
よ
っ
て
、
数
学
が
義
務
教
育
か
ら
数
学
が

排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
世
界
。
そ
の
政
府
の
行
動
に

対
し
て
、
「
黒
い
三
角
定
規
」
と
い
う
数
学
テ
ロ
組

織
が
反
発
し
、
様
々
な
テ
ロ
を
行
っ
て
い
く
。
こ
の
テ

ロ
が
数
学
を
利
用
し
た
高
度
な
も
の
ば
か
り
で
警

視
庁
の
「
黒
い
三
角
定
規
・
特
別
対
策
本
部
」
は
頭

を
悩
ま
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
現
れ
た
の
が
、
天
才
的

な
数
学
の
能
力
を
持
つ
浜
村
渚
だ
っ
た
。 

 

                 
 

Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｅ
（
八
千
代
） 

 

            

じ
ん
せ 

『浜村渚の計算ノート』 
青柳 碧人  

76ハマ 

『ハウルの動く城』シリーズ 
ダイアナ・ウィン・ジョーンズ    

 

こ
の
本
は
皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
ジ

ブ
リ
の
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
の
元
と
な
っ
た
『
魔

法
使
い
ハ
ウ
ル
と
火
の
悪
魔
』
と
そ
の
続
編

『
ア
ブ
ダ
ラ
と
空
飛
ぶ
絨
毯
』
『
チ
ャ
ー
メ
イ

ン
と
魔
法
の
家
』
の
三
冊
シ
リ
ー
ズ
で
す
。そ

れ
ぞ
れ
が
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
と
は
違
う
世
界

観
か
ら
始
ま
る
も
の
が
た
り
な
の
で
す
が
、

実
は
ハ
ウ
ル
が
す
べ
て
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の

で
す
。 

 

物
語
を
最
後
ま
で
読
み
終
え
た
時
の
な
る

ほ
ど
、
と
い
う
爽
快
感
を
こ
の
三
冊
が
ど
う

繋
が
っ
て
い
た
か
を
何
度
も
読
み
返
し
た
く

な
る
面
白
さ
が
あ
る
作
品
で
す
。
ぜ
ひ
三
冊

揃
っ
て
読
ん
で
自
分
の
お
気
に
入
り
の
ハ
ウ

ル
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み

に
私
の
お
気
に
入
り
は
『
チ
ャ
ー
メ
イ
ン
と
魔

法
の
家
』
で
す
。 
 

 

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ(

八
千
代
東) 

 

社
会
の
中
で
人
々
が
な
ぜ
そ
う
感
じ
、
ど
う

し
て
そ
の
よ
う
に
行
動
す
る
の
か
、
心
理
学
の
視

点
で
心
の
動
き
や
行
動
を
説
明
し
て
い
る
本
で

す
。
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
見
開
き
2

ペ
ー
ジ

で
書
か
れ
て
い
て
読
み
や
す
く
、
各
テ
ー
マ
は

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
は
な
ぜ
か
？
」
の
よ

う
に
身
近
で
興
味
深
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
内

容
は
真
面
目
な
心
理
学
の
解
説
で
す
が
、
具
体

例
や
図
を
使
っ
て
説
明
し
た
り
、
理
解
し
や
す
い

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。心
理
学
に
関
心
の
あ

る
方
に
お
薦
め
し
ま
す
。 

 

 

Ｉ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

『眠れなくなるほど面白い社会心理学』 

亀田 達也 
73ネム 

四
十
一
歳
の
時
に
突
然
の
脳
梗
塞
に
襲
わ

れ
た
、取
材
記
者
の
作
者
。命
は
取
り
留
め
た

も
の
の
、
そ
の
後
の
障
害
の
不
自
由
感
や
辛

さ
や
当
事
者
感
覚
を
言
語
化
し
て
本
に
な
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
病
気
で
苦
し
い
思
い
を
し
て

い
る
、
本
人
、
家
族
、
支
援
者
の
人
達
に
と
っ

て
、
深
刻
な
の
に
笑
え
る
感
動
の
闘
病
記
で

す
。 

 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ
（
八
千
代
）   

  

 
 

           

じ
ん
せ 

『脳が壊れた』 
鈴木 大介 

 

74 ノウ 



 

 

  

 

映
画
を
見
た
こ
と
は
あ
る
が
本
を
読
ん
だ

事
が
な
い
と
い
う
人
が
多
い
と
思
う
。
そ
の
よ

う
な
人
々
に
私
は
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。
何
故
か

と
言
う
と
映
画
と
本
で
は
内
容
が
変
わ
っ
て
い

た
り
、
尺
の
関
係
上
描
写
さ
れ
な
か
っ
た
所
が

あ
る
か
ら
だ
。
映
画
を
先
に
観
て
い
る
と
魔
法

を
想
像
し
や
す
い
た
め
読
み
や
す
い
と
思
う

の
で
是
非
と
も
一
度
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。    

 

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
） 

『ハリーポッターシリーズ』 
 Ｊ．Ｋ．ローリング  

77ハリ 

ブ
ッ
タ
と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
？
多
く
の
人
は
仏
教
の
祖
と
答
え
る
で

し
ょ
う
。
宗
教
に
興
味
が
な
い
と
い
う
人
も
少
し

待
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
書
は
仏
教
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
源
流
に
根
ざ
す
ブ
ッ
タ
の
超
・
合
理

的
な
「
考
え
方
」
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
実
用
的

で
、
無
駄
の
な
い
、
現
代
で
も
使
え
る
「
考
え
方
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
抱
え
る
悩

み
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 

 

  

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
八
千
代
西
） 

『反応しない練習』 

草薙 龍瞬 
79 ハン 

80 ヒト 
『「人それぞれ」がさみしい 「やさしく・冷たい」 

人間関係を考える』 
 

石田 光規  

 

こ
の
本
は
、
私
が
「
多
様
性
」
と
い
う
考
え
方
に

賛
成
し
つ
つ
、
同
時
に
ど
こ
と
な
く
抱
い
て
い
た
違

和
感
や
モ
ヤ
モ
ヤ
？
を
言
語
化
し
て
く
れ
た
一
冊

で
あ
る
。
「
多
様
」
で
あ
る
こ
と
や
「
人
そ
れ
ぞ
れ
」

で
あ
る
こ
と
を
、
当
然
の
よ
う
に
、
無
批
判
に
受
け

入
れ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
「
人
そ
れ
ぞ
れ
」
で
あ

る
こ
と
に
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
る
人
は
本
当
に

い
な
い
の
か
・
・・
。 

こ
の
本
が
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
人
間
関
係
に
お

け
る
課
題
だ
け
で
は
な
い
。
身
の
回
り
に
た
く
さ
ん

あ
る
「
当
然
の
こ
と
」
に
対
し
、
「
本
当
に
そ
う
な
の

か
？
と
疑
い
の
目
線
を
向
け
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
本
は
、
「
多
様
性
」
と

い
う
言
葉
を
手
放
し
に
多
用
・乱
用
し
て
い
る
人
に

こ
そ
強
く
勧
め
た
い
。 

 

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
） 

 

           

じ
ん
せ 

78 ハル 『春の雪』 

三島 由紀夫 

「
美
し
さ
と
は
」
「
苦
し
さ
と
は
」 

美
し
い
も
の
を
追
い
求
め
る
こ
と
は
人
に
と

っ
て
本
当
に
幸
せ
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

私
を
含
め
、
人
間
は
美
し
い
存
在
に
あ
こ
が

れ
、
自
分
を
磨
き
、
ま
た
そ
の
存
在
に
焦
が
れ

る
。し
か
し
、
自
分
の
醜
い
部
分
に
気
が
つ
い
た

時
、
あ
る
い
は
、
美
し
い
存
在
が
手
に
入
ら
な

か
っ
た
時
、
我
々
は
苦
し
さ
を
覚
え
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
苦
し
さ
が
美
し
い
。
こ
の
物

語
を
読
み
、私
は
初
め
て
そ
う
思
っ
た
。 

苦
し
み
に
詰
ま
っ
た
物
語
に
映
る
、
美
し
い

世
界
の
様
相
を
是
非
、ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
西
） 



 

 

 

  

『人は話し方が９割』   
永松 茂久  

 

家
、
学
校
、
習
い
事
、
バ
イ
ト
、
仕
事
、
人
は
み
ん

な
生
活
し
て
い
く
中
で
、
必
ず
誰
か
人
と
関
わ
り

な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
日
、
色
ん
な

人
と
話
す
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
初

代
面
で
何
を
話
せ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
会

話
が
す
ぐ
に
途
切
れ
て
し
ま
う
、
話
の
盛
り
上
げ

方
が
わ
か
ら
な
い
、
人
と
会
話
す
る
上
で
こ
の
よ

う
な
悩
み
を
持
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
人
に

私
は
こ
の
本
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

ま
ず
こ
の
本
で
は
、
「
会
話
が
下
手
な
人
は
、
自

分
が
大
好
き
な
人
と
の
会
話
を
増
や
す
」
そ
の

中
で
少
し
話
し
方
の
コ
ツ
を
身
に
着
け
る
だ
け

で
話
し
方
が
上
手
く
な
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
具
体
的
に
、
話
し
方
が
変
わ
る
三
つ
の
コ

ツ
や
話
の
拡
張
法
、
話
の
ネ
タ
、
他
に
も
聞
き
方

や
嫌
わ
れ
な
い
話
し
方
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
本
で
あ
な
た
は
話
す
の
が
好
き
に
な
り
、

き
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
恵
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｅ(

八
千
代
東) 

  

8１ヒト 『古畑任三郎』 
三谷 幸喜  

 

 

三
谷
幸
喜
が
脚
本
を
担
当
し
た
傑
作
刑
事
ド
ラ

マ
、「
古
畑
任
三
郎
」
の
ノ
ベ
ラ
イ
ズ
。  

犯
人
の
視
点
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
行
す
る
倒
叙

も
の
と
し
て
名
高
い
。
卓
抜
し
た
観
察
眼
で
誰
よ

り
も
早
く
犯
人
を
見
抜
き
、
論
理
的
な
推
理
で
着

実
に
犯
人
を
追
い
詰
め
る
。
最
初
か
ら
犯
人
が

我
々
に
は
分
か
っ
て
お
り
、
古
畑
も
犯
人
に
ア
タ
リ

を
つ
け
て
い
る
た
め
最
大
の
見
せ
場
は
証
拠
を
つ

き
つ
け
る
シ
ー
ン
に
な
る
の
だ
が
、
ど
れ
も
思
わ
ず

膝
を
打
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
出
来
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ド
ラ
マ
も
観
れ
ば
二
度
楽
し
め
る
。田
村
正
和
氏

の
名
演
は
ぜ
ひ
一
度
見
て
ほ
し
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
） 

    

83 フル 

『ぼくはイエローでホワイトでちょっとブルー』 

ブレイディ みかこ 

英
国
で
暮
ら
す
「
ぼ
く
」
の
中
学
校
生
活
最
初

の
一
年
半
を
綴
り
な
が
ら
、母
で
あ
る
著
者
が
英

国
だ
け
で
な
く
世
界
に
蔓
延
る
社
会
問
題
を
問

う
本
。
人
種
差
別
的
な
発
言
を
繰
り
返
す
友
人

と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
、
家
が
貧
し
く
擦
り

切
れ
そ
う
な
制
服
を
着
て
い
る
友
人
に
ど
う
傷
つ

け
ず
に
制
服
を
渡
す
か
な
ど
、様
々
な
出
来
事
を

ま
っ
す
ぐ
受
け
止
め
、
悩
み
な
が
ら
も
自
分
で
考

え
行
動
し
て
い
く
姿
に
感
嘆
す
る
だ
け
で
な
く
、

も
し
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
と
て
も
考
え

さ
せ
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
多
様
性
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
は
？
読
ん
で
い
る
と
ス
ッ
と
内
容
が

入
っ
て
き
て
と
て
も
読
み
や
す
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
て
ゆ
く
世
界
を
歩
ん
で
ゆ
く
現
代
人
は
是
非

一
回
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
。 

 
 

Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
） 

     
 

   

8４ボク 
『否認』 

堀田 力 

82 ヒニ 

否
認
は
、
京
都
府
出
身
で
東
京
地
方
検
察
庁

の
特
別
捜
査
部
の
検
事
を
歴
任
し
た
弁
護
士
の

堀
田
力
氏
が
書
い
た
法
廷
サ
ス
ペ
ン
ス
で
す
。
父

親
が
会
社
の
た
め
に
贈
賄
罪
で
逮
捕
起
訴
さ

れ
、そ
の
父
の
身
を
案
ず
る
娘
と
そ
の
弁
護
に
当

た
る
青
年
弁
護
士
と
の
揺
れ
る
心
情
を
描
い
て

い
ま
す
。
否
認
と
の
闘
い
で
あ
る
汚
職
事
件
の
捜

査
を
通
し
て
、
被
告
人
と
そ
の
家
族
、
企
業
の
思

惑
、
法
廷
で
の
息
詰
ま
る
攻
防
を
描
写
し
た
恋

愛
小
説
で
あ
り
、
起
訴
か
ら
公
判
ま
で
が
長
い

作
品
で
す
が
、
被
告
人
と
そ
の
娘
、
弁
護
士
の
心

理
を
見
事
に
描
い
た
作
品
で
す
。 

 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
八
千
代
西
） 



 

 

  

『本好きの下剋上 
司書になるためには手段を選んでいられません』 

香月 美夜   

 

皆
さ
ん
は
、
読
書
が
好
き
で
す
か
。
こ
の
本

の
主
人
公
マ
イ
ン
（
本
須
麗
乃
）
は
本
が
好
き

で
司
書
に
な
っ
た
の
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
死
ん
で
し
ま
い
、
気
が
付
い
た
ら
異
世
界

転
生
し
て
い
た
、
と
い
う
話
で
す
。
転
生
し
た

世
界
に
は
本
が
な
く
、
ど
う
し
て
も
本
を
読

み
た
い
主
人
公
は
自
分
で
本
を
作
れ
ば
良
い

と
考
え
、
作
っ
て
い
く
話
で
す
。
こ
の
本
は
そ

の
他
に
も
色
々
な
事
を
学
べ
る
の
で
、
一
万
ペ

ー
ジ
以
上
の
長
い
作
品
で
す
が
、
ぜ
ひ
読
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ａ(

八
千
代
東) 

８８ホン 86 ﾎﾞﾂ 
『坊っちゃん』 

夏目 漱石 

「
親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
子
供
の
時
か
ら
損

ば
か
り
し
て
い
る
。」
と
い
う
有
名
な
文
か
ら
は

じ
ま
る
夏
目
漱
石
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
す
。

東
京
育
ち
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
四
国
松
山
に
教
師

と
し
て
赴
任
し
、「
赤
シ
ャ
ツ
」
「
山
嵐
」
「
野
だ

い
こ
」
な
ど
と
い
っ
た
個
性
豊
か
な
教
師
た
ち

と
の
や
り
と
り
が
ユ
ニ
ー
ク
に
描
か
れ
て
い
ま

す
。
実
は
、
漱
石
自
身
が
松
山
で
教
師
を
し
て

い
た
経
験
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
物
語

だ
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
手
に
と
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

 

 

Ｕ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

愛
読
書
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
十
代

の
後
半
に
読
ん
で
、
ま
た
は
聴
い
て
と
て
も
心
を

動
か
さ
れ
た
と
い
う
本
（
？
）
で
す
。
一
定
年
ご

と
に
改
定
さ
れ
て
増
え
て
い
く
の
で
、
も
う
３
～

４
刷
く
ら
い
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
だ

存
命
で
活
躍
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ー
な
の
で
。
そ
の

初
期
の
作
品
、
「
あ
ら
ま
し
の
墓
標
銘
二
篇
」
と

い
う
長
い
作
品
の
最
終
段
に
私
の
人
生
観
を
変

え
た
と
言
っ
て
い
い
、
こ
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り

ま
し
た
。 

「
さ
び
し
い
か
？
た
し
か
に 

で
も
わ
た
し
の

さ
び
し
さ
を 

む
か
え
て
く
れ
る
の
は
花
だ
花
の

鏡
だ 

そ
し
て
わ
た
し
の
さ
び
し
さ
は
強
烈
だ 

深
く
ま
で
溶
け 

わ
た
し
の
自
由
の
奥
底
に
は
い

る 

そ
れ
は
そ
の
時
に 

わ
た
し
の
う
た
と
し
て 

の
こ
る
だ
ろ
う
」
こ
の
言
葉
が
い
つ
ま
で
も
、私
の

心
に
染
み
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
詩
集

で
す
。 

 

 Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

『ボブ・ディラン全詩 302篇』 

ボブ・ディラン 

87 ボブ 

 

地
球
に
降
り
立
っ
た
王
子
さ
ま
。
見
慣
れ

な
い
も
の
ば
か
り
で
戸
惑
う
も
、
キ
ツ
ネ
や

「
ぼ
く
」
と
の
友
情
を
育
む
中
で
、
「
本
当
に

大
切
な
も
の
は
目
に
は
見
え
な
い
」
と
い 

う
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
例
え
ば
、
人
と
の
繋

が
り
で
す
。
私
は
家
族
や
友
達
、
多
く
の
人
と

繋
が
り
、
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
本
で
す
。ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

  
      

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
八
千
代
） 

『星の王子さま』 
サン=テグジュペリ 

85ホシ 



 

 

  

91マヨ 『真夜中乙女戦争』 
Ｆ 

 

大
学
進
学
の
た
め
、
上
京
し
て
き
た
ひ
と
り
の

青
年
〝
私
〟
は
一
人
暮
ら
し
の
生
活
費
を
貯
め
る

た
め
、
夜
中
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
孤
独
で
無
気
力

な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。し
か
し
、あ
る
日
〝先
輩
〟

と
〝
黒
服
〟
に
出
会
い
、
今
ま
で
の
生
活
が
一
変
す

る
。
そ
し
て
「
真
夜
中
乙
女
戦
争
」
と
い
う
計
画

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
。 

 

私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
タ
イ
ト
ル
だ
け
だ
と
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
読
ん
で
い
く
う
ち
に
内
容

は
す
ご
く
難
し
か
っ
た
が
、
先
輩
や
黒
服
が
何
を

企
ん
で
い
る
の
か
、
私
自
身
の
気
持
ち
の
変
動
な

ど
、
こ
の
話
を
楽
し
む
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ

た
。
果
た
し
て
、
先
輩
、
黒
服
、
そ
し
て
私
は
ど
う

い
う
企
み
を
し
、
ど
う
い
う
行
動
に
出
る
の
か
、ぜ

ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
）  

「
当
店
で
は
、
ご
注
文
を
伺
い
ま
せ
ん
。
そ

の
代
わ
り
、
私
が
あ
な
た
様
の
た
め
に
と
っ

て
お
き
の
ス
イ
ー
ツ
や
フ
ー
ド
、ド
リ
ン
ク
を

提
供
い
た
し
ま
す
。
」
満
月
の
夜
に
だ
け
現

れ
る
不
思
議
な
珈
琲
店
。
マ
ス
タ
ー
の
占
星

術
「
星
読
み
」
と
、美
し
く
絶
品
の
ス
イ
ー
ツ

で
、悩
み
を
抱
え
る
人
達
の
心
を
溶
き
ほ
ぐ

し
て
い
く
。
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
共
に
語
ら

れ
る
物
語
に
、
読
者
の
心
も
和
む
、
優
し
さ

に
溢
れ
た
一
冊
で
す
。 

 

Ｚ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
八
千
代
） 

『満月珈琲店の星詠み』 
望月 麻衣 

92マン 

小
学
三
年
生
の
安
西
万
祐
子
は
、
妹
の
結
衣

子
と
遊
び
に
行
っ
た
帰
り
に
行
方
不
明
に
な
る
。

二
年
後
、様
々
な
噂
や
憶
測
が
飛
び
交
う
中
、
万

祐
子
を
名
乗
る
少
女
が
突
然
姿
を
現
す
。
家
族

が
皆
安
堵
す
る
中
、
結
衣
子
だ
け
が
違
和
感
を

抱
い
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
大
学
生
に
な
っ
た
結
衣

子
は
帰
省
し
た
際
、
万
祐
子
の
友
人
遥
に
出
会

い
、
彼
女
の
額
に
あ
る
傷
を
見
て
胸
が
騒
い
だ
。

そ
の
傷
は
姉
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
の

で
あ
る
。
あ
の
時
帰
っ
て
き
た
万
祐
子
は
本
当
に

姉
だ
っ
た
の
か
。姉
妹
と
は
何
な
の
か
。 

衝
撃
の
姉
妹
ミ
ス
テ
リ
ー
！  

 

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
） 

  

『豆の上で眠る』  
湊 かなえ 

90マメ 

 

学
歴
が
無
い
な
が
ら
も
、
植
物
の
研
究
に
没

頭
し
た
牧
野
富
太
郎
。
そ
の
生
涯
に
発
見
し
た

新
種
植
物
は
、六
百
点
あ
ま
り
で
、
命
名
し
た
植

物
は
千
五
百
に
上
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
研

究
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
生
家
の
財
産
を
使
い
果

た
し
、
各
方
面
に
敵
を
作
り
、
さ
ら
に
は
多
額
の

借
金
を
背
負
い
込
む
こ
と
に
も
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
ん
な
富
太
郎
を
支
え
、
牧
野
家
を
守
り

抜
い
た
の
は
、妻
の
「
壽
衛
」
（
す
え
）
で
あ
っ
た
。 

「
日
本
の
植
物
学
の
父
」
と
い
わ
れ
る
牧
野
富

太
郎
の
偉
業
は
、
献
身
的
に
支
え
た
妻
の
存
在

が
あ
れ
ば
こ
そ
成
り
立
ち
え
た
。
異
能
の
学
者

の
夫
婦
愛
を
描
い
た
〝
植
物
学
の
父
〟
の
も
う
ひ

と
つ
の
物
語
。 

 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
八
千
代
）  

 

『牧野富太郎の恋』 
長尾 剛 

89マキ 



 

 

  

全
て
の
物
質
は
原
子
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
原
子
は
元
素
記
号
を
使
っ
て
表
わ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
水
素
は
H

、
鉄
は
Fe

と
い
う

や
つ
で
す
ね
。
身
の
周
り
の
物
も
当
然
、
そ
の

記
号
を
使
っ
て
表
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
化
学
式
で
す
ね
。
こ
の
化
学
式
を
見
る

と
、
含
ま
れ
る
原
子
が
分
か
る
の
で
、
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
な
ぜ
臭
う
の
か
、
な
ぜ
虫

歯
に
な
る
の
か
、
な
ぜ
石
鹸
で
汚
れ
が
落
ち
る

の
か
等
、
様
々
な
現
象
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ

る
の
で
、
化
学
の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
下
さ
い
。  Ｉ

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

 

『身のまわりのありとあらゆるものを 
化学式で書いてみた』 

山口 悟 

96 ミノ 
『三日間の幸福』 

三秋 縋 

幼
い
頃
に
小
学
校
で
考
え
た
命
の
価
値
。
そ

ん
な
も
の
は
全
然
当
て
に
な
ら
な
か
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
俺
の
寿
命
の
査
定
価
格
は
一
年
に
つ
き

一
万
円
だ
っ
た
か
ら
だ
。
寿
命
の
査
定
価
格
を

聞
き
、
未
来
に
希
望
が
無
い
と
知
っ
た
主
人
公

の
ク
ス
ノ
キ
は
寿
命
の
大
半
を
売
る
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
は
、
ク
ス
ノ
キ
が
監
視
員
の
ミ
ヤ
ギ
と

過
ご
す
最
期
の
三
ヶ
月
の
物
語
。
二
人
が
選
ん

だ
結
末
は…

。
最
後
ま
で
展
開
が
読
め
ず
、
ド

キ
ド
キ
す
る
よ
う
な
お
話
で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。   

 

Ｔ
Ｙ
Ｕ
Ｕ
Ｍ
Ａ
（
八
千
代
） 

94 ミツ 

「
密
室
の
不
解
証
明
は
、
現
場
の
不
在
証
明

と
同
等
の
価
値
が
あ
る
」
密
室
殺
人
が
起
こ
っ

て
も
、
密
室
を
作
っ
た
方
法
が
わ
か
ら
な
け
れ

ば
、
犯
人
を
逮
捕
す
る
こ
と
は
で
き
な
い…

と

い
う
世
界
観
で
の
お
話
。
も
ち
ろ
ん
現
実
は
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
特
別
な
世
界
観

で
、雪
山
の
旅
館
で
密
室
殺
人
が
起
こ
り
ま
く

る
と
い
う
お
話
。
「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご

い
！
」
受
賞
作
品
を
手
直
し
し
た
も
の
で
、
面

白
く
読
み
や
す
い
本
で
す
。 

 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

95 ミツ 『万引き家族』 

是枝 裕和 

東
京
の
下
町
で
、
生
活
し
て
い
く
た
め
に

万
引
き
を
し
て
暮
ら
し
て
い
る
家
族
に
焦
点

を
当
て
た
お
話
で
す
。
あ
る
日
、息
子
の
祥
太

は
店
主
の
一
言
を
き
っ
か
け
に
あ
る
行
動
に

出
ま
す
。
本
当
の
幸
せ
と
は
・
・・
家
族
の
形
と

は
・
・
・
あ
な
た
に
と
っ
て
の
「
家
族
と
は
何
で

す
か
？
」
是
非
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。 

 

 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
（
八
千
代
西
） 

93マン  『密室黄金時代の殺人』 

鴨崎 暖炉 



 

 

  

こ
の
物
語
は
、
不
思
議
な
少
女
モ
モ
が
街
の

人
々
が
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
「
時
間
」
を
時
間
ど

ろ
ぼ
う
か
ら
取
り
返
す
、
と
い
う
お
話
で
す
。

人
々
は
限
り
あ
る
時
間
に
追
わ
れ
か
つ
て
の
友

人
と
過
ご
す
こ
と
も
な
く
、
働
き
続
け
る
生
活

を
送
り
ま
す
。
仕
事
に
追
わ
れ
た
街
の
人
々
は

次
第
に
幸
せ
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。
時
間
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
そ
の
時
間
を

ど
の
よ
う
に
使
う
か
、
こ
の
本
を
通
し
て
ぜ
ひ

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｕ
Ｅ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
） 

『モモ』 
ミヒャエル・エンデ 99モモ 

『モモ』 

ミヒャエル・エンデ 

あ
な
た
は
今
、
日
々
の
生
活
に
ゆ
と
り
を
持
て

て
い
る
だ
ろ
う
か
？
も
し
時
間
に
追
わ
れ
て
生

き
て
い
る
感
覚
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
本

を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

時
間
ど
ろ
ぼ
う
と
盗
ま
れ
た
時
間
を
と
り
も

ど
す
少
女
を
描
い
た
こ
の
本
は
児
童
文
学
に
分

類
は
さ
れ
る
が
、
大
人
が
読
ん
で
も
考
え
さ
せ
ら

れ
る
内
容
で
あ
る
。 

 

忙
し
い
と
い
う
漢
字
は
心
を
亡
く
す
と
書
く

が
、
忙
し
く
生
き
る
今
の
世
の
中
で
こ
そ
、
こ
の

本
を
通
じ
て
、
日
々
の
在
り
方
、
時
間
へ
の
認
識

を
見
つ
め
直
し
て
み
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

 

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

100 モモ 
 

『木曜日にはココアを』 

青山 美智子 

コ
コ
ア
は
好
き
で
す
か
？
私
は
疲
れ
た
な
と

感
じ
た
時
、
コ
コ
ア
の
甘
い
香
り
と
味
に
癒
や
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
本
は
読
み
進
め
る
毎
に
ほ
っ

と
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
時
に
は
思

い
が
こ
み
上
げ
、目
頭
が
熱
く
な
る
よ
う
な
物
語

で
溢
れ
て
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な
登
場
人
物
が
数

多
く
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事

に
つ
な
が
り
が
あ
る
と
こ
ろ
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
本
の
カ
バ
ー
に
も
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
の

で
注
目
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

98 モク 

七
年
前
、
旭
ヶ
丘
の
中
学
校
で
起
き
た
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
九
人
の
無
差
別
毒
殺
事
件
。
前

の
学
校
で
ひ
ど
い
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
た
晴
彦

は
、
毒
殺
事
件
の
犯
人
・
上
田
祐
太
郎
と
面

影
が
似
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
夏
、
上
田
は
社

会
に
復
帰
し
、
ひ
そ
か
に
噂
が
流
れ
る―

。
世

界
の
終
わ
り
を
見
せ
る
た
め
に
、
ウ
エ
ダ
サ
マ

が
降
臨
し
た
。
や
が
て
旭
ヶ
丘
に
相
次
ぐ
、
不

審
者
情
報
、
飼
い
犬
の
変
死
、
学
校
へ
の
脅
迫

状
。そ
し
て
再
び
、「
事
件
」
は
起
き
た
ー
。 

 

Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
（
八
千
代
） 

『木曜日の子ども』 
重松 清 

97モク 



 

 

  

『夢をかなえるゾウ０』 

水野 敬也 

102 ユメ 

自
分
は
何
が
好
き
な
の
か
。
こ
れ
か
ら
何
を
し

た
い
の
か
。
真
剣
に
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
こ
の
本
で
は
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
と
い
う
神
様
が

「
自
分
自
身
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
え
ば
い
い
の

か｣

を
様
々
な
課
題
を
通
し
て
教
え
て
く
れ
ま

す
。｢

自
分
の
夢
っ
て
何
？｣

｢

や
り
た
い
こ
と
が

分
か
ら
な
い｣

そ
ん
な
人
に
は
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し

い
本
で
す
。た
だ
の
自
己
啓
発
本
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ガ
ネ
ー
シ
ャ
と
、バ
ク
と
一
緒
に
主
人
公
が
成

長
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
が
と
に
か
く
面
白
く
、

一
気
に
読
め
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

Ｏ
（
八
千
代
西
） 

「
誘
拐
」
と
い
う
犯
罪
が
軸
と
な
っ
て
い
る

話
。
犯
人
は
、
誘
拐
し
た
女
の
赤
子
を
逮
捕
さ

れ
る
ま
で
の
四
年
間
、無
償
の
愛
を
注
い
で
育

て
た
。
犯
罪
者
で
は
あ
る
が
、
と
て
も
心
優
し

い
女
性
で
あ
り
、
誘
拐
に
至
る
事
情
を
知
る

と
、
「
捕
ま
ら
な
い
で
逃
げ
て
ほ
し
い
」
と
思
っ

て
し
ま
う
自
分
に
驚
く
。被
害
者
の
女
の
子
も

21

歳
に
な
り
、
不
倫
で
子
を
宿
す
が
、
誘
拐

さ
れ
て
い
た
四
年
間
、
愛
情
を
一
杯
も
ら
っ
た

四
年
間
を
思
い
出
し
、
子
へ
の
母
性
愛
が
満
ち

る
。
と
て
も
切
な
く
、
胸
が
苦
し
く
な
る
作
品

で
あ
る
。 

 

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
西
） 

『八日目の蝉』 

角田 光代 
104 ヨウ 

『ユタと不思議な仲間たち』 
 三浦 哲郎  

101ユタ 

こ
ち
ら
は
劇
団
四
季
で
も
上
演
さ
れ
た
作

品
で
す
。
物
語
の
舞
台
は
、苦
し
い
現
実
を
元
に

し
、
二
時
間
弱
で
ス
ラ
ス
ラ
読
め
、
入
り
込
ん
で

し
ま
う
程
、
愉
快
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
主
人
公

は
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
座
敷
わ
ら
し
に
出
会
い

時
間
を
共
有
し
て
い
き
ま
す
。
「
あ
た
り
前
」
が

あ
た
り
前
で
は
な
い
今
日
の
世
の
中
だ
か
ら
こ

そ
、
人
や
物
に
対
す
る
思
い
や
り
を
持
ち
続
け
、

世
界
の
平
和
を
願
い
た
く
な
る…

そ
ん
な
作
品

で
す
。
心
が
な
く
な
っ
た
。
と
感
じ
た
ら
、
是
非

お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
（
八
千
代
） 

10３ユメ 『夢をかなえるゾウ ４』    
水野 敬也 

 

 

突
然
余
命
三
ヶ
月
と
宣
告
さ
れ
た
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
。
残
り
の
人
生
を
ど
う
い
き
て
い
く
の

か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、
目
の
前

に
突
然
現
れ
た
ゾ
ウ
・・
・
。
そ
の
名
は
ガ
ネ
ー

シ
ャ
。
彼
は
ゾ
ウ
と
一
緒
に
い
く
つ
の
も
課
題

に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。 

 

目
ま
ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
し
て
ゆ

く
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
そ
し
て
彼
に
待
ち
受
け
て

い
る
衝
撃
の
展
開
と
は
。 

 

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
（
八
千
代
東
） 



 

 

  

小
学
生
の
三
兄
妹
は
夜
中
に
流
星
群
を
見

る
た
め
こ
っ
そ
り
外
出
す
る
が
帰
宅
す
る
と
両

親
が
殺
さ
れ
て
い
た
。｢

誰
も
信
用
出
来
な
い
。

自
分
た
ち
で
犯
人
を
見
つ
け
て
絶
対
に
ぶ
っ
殺

そ
う
な
。｣ 

大
人
に
な
り
詐
欺
に
手
を
染
め
生
き
て
い

た
兄
妹
は
偶
然
父
親
が
作
っ
て
い
た
ハ
ヤ
シ
ラ

イ
ス
と
同
じ
味
を
見
つ
け
る
。
そ
こ
の
洋
食
店

経
営
者
は
あ
の
日
家
か
ら
で
て
き
た
と
こ
ろ
を

目
撃
し
た
人
物
だ
っ
た
。 

兄
妹
は
犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
、
こ
の
人
物
は
本
当
に
犯
人
な
の
か
。 

最

後
ま
で
犯
人
が
分
か
ら
な
い
の
で
推
理
し
な
が

ら
読
む
こ
と
も
出
来
る
作
品
で
す
。 

 

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｉ
（
八
千
代
） 

『流星の絆』    
東野 圭吾 

106 リユ 『冷静と情熱のあいだ Blu』 

辻 仁成 

ど
う
し
て
男
は
こ
ん
な
に
未
練
が
ま
し
い
の
だ

ろ
う
？
好
き
に
な
っ
た
女
性
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ

ず
に
い
る
の
だ
ろ
う
？
自
分
に
も
経
験
が
あ
る
だ

け
に
読
む
う
ち
に
切
な
く
な
っ
て
く
る…

。 

 

主
人
公
、
阿
形
順
正
は
か
つ
て
の
恋
人
あ
お
い

と
何
気
な
く
交
わ
し
た
約
束
「
私
の3

0

歳
の
誕

生
日
に
ド
ュ
オ
モ
の
ク
ー
ポ
ラ
で
会
お
う
。
」
あ
お

い
が
目
の
前
か
ら
姿
を
消
し
て
も
ず
っ
と
こ
の
約

束
を
忘
れ
ら
れ
ず
に
い
る
。
十
年
後
、い
よ
い
よ
そ

の
日
は
や
っ
て
く
る
。
果
た
し
て
あ
お
い
は
順
正

の
前
に
現
れ
る
の
か…

。 

２
０
０
１
年
に
竹
之
内
豊
主
演
で
映
画
化
さ

れ
た
小
説
で
す
。
映
画
を
観
る
方
は
小
説
を
読

ん
で
か
ら
を
お
薦
め
し
ま
す
。 

 

 

 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
八
千
代
西
） 

108 レイ 

105 ヨメ 『余命１０年』 
小坂 流加  

 

数
万
人
に
一
人
と
い
う
不
治
の
病
を
患
う

二
十
歳
の
高
林
茉
莉
は
、余
命
が
十
年
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
生
き
る
こ
と
に
執
着
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
、
絶
対
に
恋
を
し
な
い
と
固
く

心
に
誓
う
。 

地
元
で
開
か
れ
た
同
窓
会
に
参
加
し
た
茉
莉

は
、
そ
こ
で
真
部
和
人
と
出
会
う
。
恋
だ
け
は

し
ま
い
と
決
め
て
い
た
は
ず
の
彼
女
だ
っ
た
が
、

次
第
に
和
人
に
惹
か
れ
、
そ
の
運
命
も
大
き
く

動
き
出
す
。 

 

 

Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
（
八
千
代
） 

『臨床の砦』 

夏川 草介 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
、

医
師
や
看
護
師
の
物
語
。
作
者
は
現
役
の
お
医

者
さ
ん
で
、『
神
様
の
カ
ル
テ
』
と
い
う
本
で
知
ら

れ
て
い
る
方
で
す
。
医
師
と
し
て
診
察
に
当
た
っ

た
作
者
が
物
語
に
仕
上
げ
て
い
る
の
で
、
濃
厚
接

触
者
に
な
っ
た
と
き
の
シ
ョ
ッ
ク
や
、院
内
感
染
の

混
乱
や
、
受
け
入
れ
を
拒
む
他
の
病
院
へ
の
思
い

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
重
い
テ
ー
マ
で

す
が
読
み
や
す
く
、
医
療
従
事
者
の
現
状
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
大
変
な
状
況
の
中
で
、
診

察
し
な
が
ら
執
筆
し
た
作
者
に
は
本
当
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。 
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 『わたしはあかねこ』 
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小
さ
な
こ
ど
も
の
た
め
に
購
入
し
た
絵
本
で
す

が
、
お
す
す
め
で
す
。
白
猫
母
さ
ん
と
黒
猫
父
さ
ん

か
ら
産
ま
れ
た
あ
か
ね
こ
は
、
自
分
の
赤
い
毛
が
お

気
に
入
り
。
し
か
し
両
親
は
、
あ
か
ね
こ
は
な
ぜ
白

や
黒
の
毛
で
は
な
い
の
か
と
た
め
息
を
つ
い
て
い
る

し
、
き
ょ
う
だ
い
は
か
わ
い
そ
う
と
言
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
あ
か
ね
こ
は…

。
さ
ら
っ
と
読
め
ま
す
が
、

語
ら
れ
て
い
な
い
部
分
も
含
め
て
想
像
す
る
と
、い

ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
家
族
や
あ
か
ね
こ

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
関
係
を
築
け
た
の
か
。
私
は

そ
ん
な
視
点
で
み
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

Ｗ  

（
八
千
代
西
） 

映
画
化
、舞
台
化
、さ
ら
に
漫
画
化
が
決
定
。 

新
世
代
の
青
春
ミ
ス
テ
リ
。
本
屋
大
賞
受
賞
。 

就
活
が
舞
台
で
、最
終
選
考
に
残
っ
た
六
人
が

人
生
を
か
け
た
せ
め
ぎ
合
い
を
繰
り
広
げ
る
。

緊
迫
感
あ
る
進
展
は
あ
る
出
来
事
に
よ
り
凄
ま

じ
い
展
開
を
迎
え
る
。
誰
が
犯
人
か
、
六
人
が
ど

ん
な
裏
の
顔
を
持
つ
の
か
、
だ
ん
だ
ん
と
発
覚
し

て
い
く
と
こ
ろ
は
緊
張
感
が
あ
る
。
新
た
な
嘘
や

事
実
が
判
明
す
る
た
び
に
二
転
三
転
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
印
象
。
そ
れ
を
収
束
さ
せ
て
い
っ
た
結
末

へ
の
展
開
は
鮮
や
か
。物
語
の
後
半
で
語
ら
れ
た

胸
熱
な
伏
線
回
収
劇
も
圧
巻
。
心
理
描
写
の
妙

に
最
後
の
最
後
ま
で
翻
弄
さ
れ
ガ
ッ
ツ
リ
と
惹

き
つ
け
ら
れ
た
一
冊
だ
っ
た
。 
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